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.

 

.

長
期
ド
ル
不
足
問
題
に
関
す
る
ヒ
ッ
ク
ス
!7
の
提
言
以
来
、
技
術
進
歩
に
よ
る
商
品
交
易
条
件(

以
下
単
に
交
易
条
件
と
呼
ぶ)

の
変
化
に
関
す
る 

ヒ
ッ
ク
ス
命
題
の
现
論
的
妥
当
性
を
め
ぐ
る
論
争
が
展
開
さ
れ
、
そ
し
て
そ
れ
に
伴
っ
て
ヒ
ッ
ク
ス
理
論
の
拡
充
深
化
が
な
さ
れ
た
。

こ
の
経
緯
に
お
い
て
生
産
条
件
が
不
変
費
用
と
い
ぅ
ヒ>

 

ク
ス
モ
デ
ル
の
限
定
的
性
格
が
反
省
さ
れ
、
ミ
シ
ャ
ン
33
]
等
に
よ
っ
て
通
増
费
用
の 

生
産
条
件
が
導
入
さ
れ
て
以
後
、
こ
の
よ
ぅ
な
一
般
的
で
.現
実
的
な
生
産
条
件
の
も
と
で
ニ
国
-:
財
に
関
す
る
不
完
全
特
化
モ
デ
ル
が
構
成
さ
れ 

ヒ
ッ
ク
ス
命
題
の
洱
検
討
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
ヒ
ッ
ク
ス
に
お
い
て
看
過
さ
れ
た
超
偏
向
性
の
存
在
が
ジ
ョ
ン
ソ
ン〔 20, 

2
1
〕

に
よ
っ
て
指
摘 

さ
れ
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
と
コ
ー
デ
ン
12
は
リ
プ
チ
ン
ス
キ
丨
34
の
定
理
を
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
技
術
進
歩•

要
素
成
長
に
よ
る
経
済
成
長
の
ィ 

ン
パ
ク
ト
が
交
易
条
件
に
及
ぼ
す
効
果
を
分
析
し
、
そ
れ
ぞ
れ
命
題
を
提
起
し
た
。
そ
の
中
で
ジ
ョ
ン
ソ
ン
命
題
は
中
立
的
技
術
進
歩
の
場
合
の 

み
を
対
象
と
し
た
の
に
対
し
て
フ
ィ
ン
ド
レ
ー
卩
グ
ル
丨
'、ハ
I

ト
14
は
さ
ら
に
非
中
立
的
技
術
進
歩
め
場
合
に
お
け
る
分
析
の
必
要
性
を
強
調 

し
新
た
に
フ
ィ
ン
ド
レ~

 =

グ
ルー

パ
I

ト
命
題
を
提
起
し
た
。

こ
れ
ら
のv

e
r
b
a
l

な
或
は
図
解
的
な
分
析
に
よ
る
接
近
に
対

し

.て
天
野
1

は
ヒ
ッ
ク
ス
モ
デ
ル
の
定

式

化

を

行

な

い

ヒ
ッ
ク
ス
命
題
の
論
証 

を
試
み
た
ま

/'
ir
山
.
-
3

-
天
1-
-

[1

は
ニ
要
素
の
#
合
に
お
け
る
ぎ
古
狀
派
的
生
産
組
織
を
前
提
と
し
て
ニ
国
ニ
財
モ
デ
ル
のformulation 

を
行
な
L

IJ
r

者
は
輸
出
財
と
輸
入
則
と
の
相
対
価
格
を
中
心
と
す
る
価
格
分
析
•
後
者
は
各
財
に
関
す
る
成
長
分
析
を
通
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
技
術 

進
歩
•
要
素
成
長
に
よ
る
交
易
条
件
の
変
化
に
関
し
て
検
討
を
加
え
た
。

こ
の
よ
う
な
交
易
条
件
の
変
化
の
問
題
と
関
速
し
て
、
結
果
す
る
贸
易
ゲ
ィ
ン
の
問
題
が
バ
グ
ヮ
ー
テ
ィ
5,
6

に
よ
っ
て
問
題
提
起
さ
れ
ジ
ョ
ン 

ソ
ン
22
等
に
よ
っ
て
取
扱
わ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
議
論
の
焦
点
は
む
し
ろ
交
易
条
件
の
変
化
に
お
.か
れ
た
が
、
' 
一
方
国
際
収
支
、
或
は
貿
易
差
額
の
問
題
に
関
し
て
も
同
様
に
し
て 

理
論
の
拡
充
が
行
な
わ
れ
た
。

一
要
素
、
不
変
費
用
を
前
提
と
す
る
ヒ
ッ
ク
ス
16

、

ジ
ョ
ン
ソ
ン
21
]
の
各
モ
デ
ル
は
ブ
ラ
ッ
ク
8]
、

マ
ク
ド
ゥ
ガ 

ル
[3
1
等
の
貢
献
を
経
て
そ
れ
ぞ
れ
天
野
['
1

、：
建
元
[3
9

に
よ
る
遞
増
費
用
の
生
産
条
件
の
陽
表
的
な
導
入
を
通
じ
て
一
般
化
さ
れ
た
。

本
稿
は
以
上
の
貢
献
を
薦
と
し
ニ
雲• 

ニ
国
ニ
財
に
関
す
る
不
完
全
特
化
モ
デ
ル
を
構
成
し
、
技
術
進
歩
の
交
易
条
件
•
質
易
差
額
に
及 

ほ
す
効
果
、
そ
し
て
結
果
す
る
実
質
所
得
の
変
化
に
関
し
て
理
論
的
考
察
を
行
な
う
。
そ
.の
場
合
、
消
費
需
要
面
.に
関
し
.て
は
チ
ッ
プ
.マ
ン
10
1

.に 

よ
っ
て
適
用
さ
れ
た
消
費
に
関
す
る
恒
常
的
.な
財
の
代
替
弾
力
性
を
も
つ
効
用
関
数
を
前
提
と
し
て
消
馨
要
関
数
を
定
式
化
し
、
ま
た
生
産
而 

に
関
し
て
は
ア
.ロ
！
、
チH

ナ
リ
ー
、
ミ
ン
ハ
ス
、

ソ
ロ
丨
[2
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
C

E

.

S生
産
関
数
、
.お
よ
び
コ
ブ=

ダ
グ
ラ
ス
生
産
関
数
を
基 

礎
と
し
て
非t

h

立
的
技
術
進
步
を
も
含
む
生
產
関
数
を
再
定
式
化
し
、
こ
れ
ら
に
基
づ
い
て
一
定
の
仮
定
.の
も
と
で
ニ
国
ニ
財
モ
デ
ル
の
構
成
を 

行
な
う
。
こ
こ
で
展
開
さ
れ
る
議
論
は
ヒ
ッ
ク
ス
理
論
以
後
に
お
け
る
技
術
進
歩
に
関
す
る
貿
易
問
題
.の
い
わ
ば
総
括
的
再
検
討
と
な
る
も
め
で 

あ
る
。

：

. 

、
 

、

注

⑴

こ
の
論
文
を
作
成
す
る
に
際
し
て
福
岡
正
夫
教
授
に
有
益
な
示
唆
を
い
た
だ
き
、
ま
た
閲
読
を
お
願
い
し
た
。
こ
こ
に
厚
く
感
謝
中
し
上
げ
る
次
第
で

あ
る
。
な
お
、
小
稿
に
お
い
て
あ
り
う
.を
誤
ま
り
は
ず
べ
て
筆
渚
の
實
に
帰
す
る
も
の
で
あ
る
。

技

霞

史

社

贸

勒

差
*̂
交

易

条

件

実

質

所

得
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:

ニ
、
消
費
需
要
面
の
考
察

周
^
の
ご
と
く
ス
ル
ッ
^
—
37

と
ヒ
ッ
ク
ス
16

は
効
用
関
数u

n
F
(
x
l
,

X
2

,
.

.

.

, x
n
)

と
所
得
方
程
式
Y

H
'M
p

x

iを
矿
提
と
し
て
各

財
に
関
す
る
消
費
需
要
に
つ
い
て
理
論
的
定
式
を
行
な
っ
.た
が
、
な
か
ん
ず
く
ヒ

ッ
ク
ス
は

財
の
消
費
需
要
が
代
替
効
果
と
所
得
効
果
に
依
存
す 

る
こ
と
を
明
示
的
に
指
摘
し
た
。
.こ
；こ
で
は
効
用
の
可
測
性
.を
前
提
と
し
.、.
そ
し
て
ま
た
チ
ッ
プ
マ
ン
10
が
彼
定
し
た
ょ
ぅ
に
効
用
関
数
に
関
し 

てU

財
間
の
代
替
弾
力
性
が

一定
で
あ
る
と
い
ぅ
惆
係
を
前
提
と
し
て
、
前
述
のo

r
t
h
o
d
o
x

な
貢
献
に
依
拠
し
て
消
費
需
要
関
数
の
導
出
を
試 

み
、
そ
れ
に
関
速
し
て
若
干
の
.理
論
的
な
考
察
を
行
な
ぅ
。
以
下
の
分
析
に
お
い
て
お
か
れ
る
仮
定
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

〔

仮
定
I •

1〕

ニ
財
；

(

兄
財
と
兄
財)
.が
荏
在
し
、
そ
れ
ら
は
消
費
に
お
い
て
代
替
可
能
で
あ
り
、_
そ
の
場
合
効
用
関
数
は
C

E

S型
か
対
数 

線
型
で
表
わ
さ
れ
る
も
の
と
す
.る
。

〔

仮
定
I 

. 

2

〕

各
財
の
限
界
効
用
は
遍
減
的
で
あ
る
。

C

仮
定
1

.

3

〕

財
市
場
は
完
全
競
争
の
も
と
に
，お
か
れ
て
い
る
。

以
上
に
ょ
り
、
体
系
に
お
け
る
消
費
需
要
面
を
形
成
ず
る
方
程
式
組
織
は
つ
ぎ
の
通
り
と
な
る
。

I

•
効
用
関
数 

、

C

2)

1

.

C

E

S型
の
場
合

⑴ 

u

“
=

c

(

M

B

X

^

i

2 

•対
数
線
形
型
の
場
合
. 

- 

⑵ 

U
,
=
C
/
7
X
S

但
し
、
卩
は
効
用
、
兄
は
兄
財
の
消
費
量
を
表
ゎ
す
。
a
は
所
得
配
分
に
関
速
す
る
定
数
で
あ
り
、.
B

v
-P
M

ぞ=
1
.

で
あ
る
。
？
は
消
費
に

関
す
る
ニ
財
間
.の
代
替
弾
力
性
ル
を
規
定
す
る
定
数
で
あ
り
、
^

で
あ
る
。〔

仮
定
I • 

2〕

ょ
り
.、
効
用
関
数
は
二
回
微
分
可
能
で
第 

ニ
次
微
分
は
氮
で
あ
る
の
で丨

1
<
<
9
<
8
(
0
0
。 <
8
)

で
あ
る
。
こ
れ
は
消
費
無
差
別
曲
線
が
原
点
に
対
し
て
凸
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
%)

0 

⑵
の
対
数
線
形
式
は
U

H

C

#i3(

.M
s

x「

0 
J

.

の
場
合
の
極
限
形
態
で
あ
る
。
C

は
正
の
定
数
で
あ
る
が
、
、単
純
化
の
た
め
に
以
下
に
お
い
て

c
 

n1

と
お
く
。

n

•
所
得
方
程
式 

⑶ 

Y
,
=
M
P
,
,
X
,

但
し
、
¥

は
所
得
、
込

は

>
<
~財
の
価
格
を
表
わ
す
。
.

* 

.

 

.

f
f
l •
消
費
者
均
衡

ニ
財
の
加
重
限
界
効
用
は
均
等
で
あ
る
の
で

{ 

X
L

 

へ X
L

或

は

，
 

/

⑶

i
i

r
」 

*

但
し
、p

,
n

丨̂

■

で
あ
り
、
二
財
の
相
対
価
格
を
示
す
。

5

よ

り

(6
)

w

“

T

J

p

-
Jh
w

技
術
進
歩
、
贸
易
差
額
、
交
易
条
件
、
实
質
所
得 

ニ

五

(

二
八
七)



ニ

六

(

ニ
八
八)

6

と

3
.よ
り
 

’

S
 

X!

十

但

し

f 

" 

* + (
)

-

th
p

—
th
,

で
あ
り
、
効
用
関
数
が
対
数
線
型
'の
場
合
に
は
彡=

泛
1

で
あ
る
。
そ
し
て
同
時
に
ぞ
n

N
i^
r

で

あ

る
の
で
、

ル
は
兄
財
の
購
入
に
支
出
さ
れ
る
所
得
の
配
分
比
率
を
示
し
、0

<
穿
<
1

で
^
ぬ
。
全
く
同
様
に
し
て 

3

 

X
2
=
W
2
-
^
-

但
し
、
^

n

l

r

卜

_
で
あ
り
、
効

用

関

数

が

対

数

線

型

の

場

合

は

で

あ

る

。
ま
た
、
ぞ
"

^

^
で
あ
る
の
で
、

12
H 

一
十
一
-i-)l+

<ijpl + u

K

?
 
i

x2
財
の
購
入
に
支
出
さ
れ
る

所
得
の
配
分
比
率
を
示
し
、0

<
ぞ
<
1

で
あ
る
。

%1
と

％
に
関
し
て
付
与
さ
る
べ
き
制
約
条
毕
尤
、

.

(9
,

W

1

+

货 2 =
1

'で
あ
る
。
こ
.こ
で
前
述
'の
ス
ル
ッ
キ
ー=

ヒ
ッ
ク
ス
命
題
と
の
関
連
に
つ
い
て
若
干
ふ
れ
て
み
ょ
ぅ
。
 

'

(?
)

を
pi
で
微
分
す
れ
ば

⑶

傘

支

难

巧
i

巧

+

1

^

$

|

」
,

珈
^

(1
0

)

ょ

り

⑶

(

_

s

!

嘗

 

r

-

^

gず

 

4

P

>

X
 
一

)

⑶

を
朽
で
微
分
す
れ
ぼ

?

f

 

i

+

l

s

同
一
無
差
別
||
|
1線
上
に
お
い
て
は.

.

ノ 

~

の
震

f

す
る
の
で
、g

、

g

、

.
gよ
り
、

は
つ
ぎ
の
よ
ぅ
に
与
え
ら
れ
る
。

.

つ
ぎ
に
、
⑵
を
Y

で
微
分
し
、
P1
を
一
定
と
す
れ
ば
、

⑽
.
s

y

i

i

^

 

.

か

く

し

て

、

⑶
、
㈣

、
(1
5
)よ
り
.， 

：
.

㈣

(

摩
 
I

"

獲
 
f

 

I

M

_

ri

 

.

が
導
か
れ
る
。g

は
効
用
関
数
が
対
数
線
型
の
場
合
はg

、
g

の

證

項

、g

の
第
二
項
は
い
ず
れ
も
o

.と

な

り

よ

り
単

純

I

か
れ
ぅ
る
。
 

と
こ
、

で

g

は
t

ッ
ク
ス
と
ス
ル
ツ
T

と
が
そ
れ
ぞ
れ
価
値
方
程
式
、
碧
方
程
式
と
呼
ん
だ
関
係
に
他
な
ら
な
い
。
X
2財
S

し
て
も
金
く

つ
ぎ
に
、s

の

両

、辺

を

相

対

的

変

化

率

の

形

、

例

え

、ば

.

X

Xを
<

x
で
示
す
な
ら
ば
、

.

07
)

X
l
=
i
l
p
l
+
?
p
2
+
f

と
な
る
。
.
姐
し
、
夕
=

丨
&

ぞ
十1

.

'
で
あ
り
、
S

X,
財
に
関
す
る
霧
の
価
格
弾
力
性—

I
I
I
I
L
、

そ

し

て
f

f

卜

f

で 

技
術
進
歩
、
贸
易
差
額
、
交
易
条
件
、
実
質
所
得

ニ

七

(

二
八
九)
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二

八(

ニ
九
〇)

あ
り
、
如
は
.そ
の
交
叉
弾
力
性
！
^

^

を
表
わ
す
。
こ
こ
で
、」

1
>
0で
あ
る
が
、
：
如

は丨
1
<
3
>
<
0

か

'
E

か
、
Q
A
6
A
8
に
し 

た
が
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
き
>
0
,ぞ=

0
,
ぞ

<
0

で
あ
る
。
(1
7
)よ
り
需
要
の
所
得
弾
力
性
,g*
I

吩

を

£1
と
す
れ
ば
、

で
あ
る
の
で

(1
8

|
^
+
^
2
+
仍1
"

0

と
な
り
、
(7
)

で
与
え
ら
れ
る
需
要
関
数
は
o

次
同
次
で
あ
る
。
全
く
同
様
に
し
て
.

{1
9

><2 =

 

I

^̂>
2 

+ 々2
1
，+ Y

が
得
ら
れ
る
。

但
し
、
.
$
=
=

—
^

^

+

1で
あ
り
、
公

は

x 2
M
に
関
す
る
需
要
の
価
格
弾
力
性—

!
^

g

〗

2_
.s
そ
し
て
，
^

で
あ
り
、
加
は
そ
の
交
叉
弾
力
性
^

！
^

-
を
表
わ
す
。.
(1
9
)に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
需
要
関
数
の
各
弾
力
性
値
、
お
よ
び
同
次
性
関
係
は
兄
財 

の
場
合
と
同
様
で
あ
る
の
.で
繰
返
す
必
要
は
な
い
。
こ
れ
迄
の
分
析
に
し
た
が
う
な
ら
ば
あ
る
財
の
需
要
は
そ
の
財
の
価
格
、
相
対
価
格
、
お
よ 

び
所
得
の
関
数
で
あ
る
が
、
他
方
に
お
い
て
あ
る
財
の
需
要
は
財
の
相
対
価
格
、
お
よ
び
実
質
所
得
の
関
数
と
み
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
以
下
に
お 

い
て
こ
の
よ
りr

e
a
s
o
n
a
b
l
e

な
関
係
の
導
出
を
試
み
よ
う
。

開
放
体
系
に
お
い
て
所
得
は
次
の
よ
う
に
与
え
ら
れ
る
。

(2
0

Y

=-M
p

x

i

+

I

+

w

l

r

f
e
r
. 

I
K
i
s
:
黷
，

i
f
f
.
r
3霧
>-
外
煳
オ
畤
。

I

が

a
u
t
o
g
m
o
u
s

で
あ
る
と
し
、
㈣
を
変
化
率
の
形
で
表
わ
せ
ば

f
i
r

 

§ 

^

5

5

^

^

V
ま
体
系
ガ
均
衡
に
位
置
す
る
も
の
と
し
、
S
が
貯
蓄
を
表
わ
す
と
す
れ
ば 

㈣
 
gnl
 +
 EH

—

r

S

を
限
界
貯
蓄
性
向
、
c

i

界
消
費
性
向
と
す
れ
ば
、

で
あ
る
の
で1

は 

^

K!
>

=
±

M

U
、，，
+

M

U

、
><
>)

こ
こ
で
，
n

o3
=
1
,
2
)

と
お
け
ば

{
I
r

 ̂̂

0

$

一
方
、
(5

)
ょ
り

(2
5

)r
a

+

さ

x>—

x>
3

)

(2
4
)と
(2
5
)ょ
り 

. 

:

(2
6

1̂

 =

丨
5

サ 

+ 

0̂

.

im
r

ラ
"

7
I
i
K
U
)
l
+
s

 

(

V

o)

rA
.

x

l

耷
0
盏
耸
裔
泰
^

s

t

-か
謂
湖
裉
b

阵

0

>
1

QJl
o
g
p

、

Q10

旳 Xi

Qi
l
o
g 

yr

(2
7

x>
2 

"々
、̂>
+
O
Y
V 

u
、 

‘

Is
r

^
 l
l
.
p
^
3 (

u
v
+
5 (

V
0

)

^
><
{
2 驾
6
盎
驾
裔
莰
n

s
-v
J
5§i
.
n
^
^
^
i
i
£
^
l 

注
?)

(

1)

は
ょ
り一

般
的
に
は

〔
2
.
1〕

U

=

C

、(

M

^

X

1)

，

;
.
:

技
術
進
歩
、
贸
易
差
額
"

交
易
条
件
、
実
頁̂

，
J

 

ニ

九(

ニ
九
--
-
,

)

“
c!
、；
u
、
2 (

v

s

d

,

m



. 

三

〇(

ニ
九
ニ)

の
ご
と
く
示
さ
れ
.よ
う
。
但
し
、
d

は
効
用
関
数
の
同
次
性
の
次
数
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
チ
ッ
プ
マ
ン
の
定
式
と
同
様
に
し
てd 

が
仮
定
さ
れ
て
い 

る
。

.の
次
数
は
以
下
の
議
論
'の
本
質
に
無
関
係
で
あ
る
。
効
用
関
数
を
一
般
的
に
取
扱
っ
た
も
の
と
し
て
ジ
ョ
ン
ソ
ン

[2
1
等
の
定
式
が
あ
る
が
、
わ
れ
わ 

れ
の
整
合
的
な
分
析
見
地
か
ら
み
れ
ば
上
式
の
方
が
よ
り
適
当
と
思
わ
れ
る
。

3

)
(

1

)

に
関
し
て
^

財
に
関
す
る
第
ー
次
微
分
れ
は
.

〔2*23 

/、x
i
n
c
a
i
l
B
+
3
-

(

-!
b) |

P 

艾 j

で
あ
る
。
そ
こ
で
、71
1
の
場
合
、

f、xi“
cai

で
あ
り
、
そ
し
て

0=
8

の
場
合

〔

萬

、
、1

敗

4

!

.

で
あ
る
の
で
、
こ
の
場
合
x
i
<><
な
ら
ば
y

v

x

u

l

x

v

x

)

な
ら
ば
、
3
“
q、
そ
し
てx

i
H
x
j

な
ら
ば
そ
の 

一

は

1°
°
の
不
定
形
と
な
り 

/
、x
i

は
不
定
と
な
る
。
以
上
の
茁
実
よ
り
OJ
H
I1

と

0 

= 

8の
各
場
合
は
い
ず
れ
も
ニ
回
微
分
可
能
で
な
い
こ
と
竹
自
明
で
あ
る
。(

1)

に
関
す
る
第
二 

次
微
分f

、\
i

は
、
 

,

〔2.4〕

/、、x
,
-
=
l

(

l
+3
ぞ
S
.
X
/
ムxillB+ai
{ホy

l
~
y

 

で
与
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

l
l
<
K
>

の
範
囲
に
お
い
て/
、
、
x
A
o

と
な
り
、xi
財
の
限
界
効
用
は
逦
減
的
と
な
る
。

4)

無
差
別
曲
線
の
凹
凸
は
周
知
の
よ
う
に

〔2.53 

g
へ
"
!sl
J ^
-3
{
/
、、x
t
-

(

/、X
J
.

)

f 2/、、x
8
/
、x、/、xj 

+ 

/
、、X
J
.

(

/
、
X
S 

i 
朴.j 

の
正
負
.を
吟
味
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
判
別
さ
れ
う
る
。
こ
こ
で
、
s
^
v
o
,
/
、x
;
v
o
。
そ
し
て
ー
X

X

8
の
場
合
上
述
の
ご
と
く
/
、、X
A
〇
，/、、 x

i
<
0

 

で
あ
る
。
ま
た
、f

、、xixj.

は
、

.

〔

2

S

/、、X
S

H

P

+

3

Q

.

S

X

/

x

i

i

T

+

a

、

(

><
^

)

j 

a

で
あ
り
、
同
様
に
し
て
ーl<<a
>
<
8の
場
合
に
お
い
てf、、xix\/
Q
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
関
係
よ
り
^f

>
0

と
な
り
無
差
別|!
1|
線
は
原
点
に
対
し
て

と
な
る
。
 

..

.
•

&
は
P
が
上
昇
す
れ
ば
、
‘
s

o

か

1

X

5

に
し
た
が
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
増
加
、
減
少
し
、
逆
は
逆
で
あ
る
。
I

す
な
わ
ち
効
用
関
数
が 

対
数
線
型
S

合
、
&
は
P
Q
変
化
と
独
立
で
f

、
こ
れ
盆
財

e

雙
に

支
■

れ
る
所
得
S

合
が
不
変
で
I

こ
と
を
意
味
す
る
：

i

l

g

で 

あ
る
の
で
、I

に
関
し
て
は
更
め
て
述
べ
る
必
喪
は
な
い
。

三
、
生
産
面
の
考
察

,
 

- 

.

本
沉
に
お
い
て
は
新t： i

典
派
现
論
に
し
た
が
っ
て
生
産
組
織
に
関
す
る
モ
デ
ル
構
成
を
行
な
い
、
そ
れ
に
■

い
て
生
産
而
に
関
す
る
華
の 

考
察
を
行
な
う
。
こ
こ
で
適
用
さ
れ
る
畫
関
数
の
_

型
は
ァ
口 

I
、
チH

ナ
リ
I
、
ミ
ン
ハ
ス
、
ソ
ロ 

に
よ
っ
て
導
出
さ
れ
た
C

E

S
 

生
産
瞬
数
、お
よ
び
コ
ブ=

ダ
グ
.ラ
ス
型
生
産
関
数
で
あ
る
。本
稿
の
分
析
目
的
に
.そ
っ
て
生
囊
数
を
定
式
化
す
る
と
き
、
そ
こ
で
霊
さ
る
べ 

き
丨」

ハ
は
L
ま
ニ
要
素
規
模
に
関
す
る
収
益
不
変
を
前
提
と
し
た
場
合
⑴
非
中
立
的
ヶ
ー
ス
を
含
め
て
技
術
進
歩
を
い
が
に

導
入
す
る
か
、

2)

生

産

讓

I

+

M典
派
的
条
件
に
い
か
I

I

し

め

る

か

の

塵

で

含

。
第

一

の

麗

S

し
て
は
い
I

後
的
代
霄
能
の
場
合
に
限
定

す
る
な
ら
は
そ
こ
で
は
技
術
進
歩
の
各
類
型
を
い
か
に
取
扱
う
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
よ
う
办
技
術
進
歩
と
生
産
関
数
と
の
関
係
は
宇
沢
41
1

、
 

宇
沢
*
渡
辺
[4
2

に
よ
っ
て
ヒ
ッ
ク
ス

[1
8

]
の
新
古
典
派
的
公
準
に
よ
る
分
類
規
準
よ
り
明
ら
か
に
.さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
得
ら
れ
た
帰
結
の
一
と
し 

て
技
術
進
歩
の
中
立
性
、
非
中
I

Q
相
違
は
、
い
ま
生
産
関
数
をX

=
F
(
K
,
M
)

で
表
わ
せ
ば
、
ふ
分
離
可
能
か
分
離
不
能
か
と
い
う
問 

題
に
帰
着
す
る
。
こ
の
分
析
の
線
は
他
方
に
お
い
て
ダ
グ
ラ
ス
型
生
産
関
数
に
関
し
て
ド

丨

マ
丨

13
1

に
よ
っ
て
示
唆
さ
れ
、
チ
ャ
ン
⑻
エ
よ
っ
て 

矩
式
化
さ
れ
た
生
，産
関
数
に
お
い
て
整
合
的
に
見
出
さ
れ
よ
う
。U

こ
で
は
こ
れ
ら
の
貢
献
に
基
づ
い
て
唐
震

の

定

式

を

行
な
い
、
さ
ら
に 

非
中
立
的
技
術
進
歩
の
各
類
型
が
い
か
な
る
関
係
に
よ
っ
て
具
体
的
に
把
捉
さ
れ
う
る
か
.に
つ
い
て
言
及
す
る
。
.

第
二
の
問
I

関
し
て
新
+

M
派
?!
.論
に
し
た
.が
う
I

ば
、
雲

は

有

限

的

に

代

霄

能

、
云
い
換
え
れ
ば
生
産
物
等
量
曲
線
は
原
点
に
対 

し
て
凸
の
⑴
弒
と
な
る
必
要
が
あ
る
の
で
C

E

S型
を
基
本
型
と
す
る
生
産
関
数
の
場
合
、
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
は
一
定
の
^
囲
内

に

」

，/
-

t

し

 

技
術
進
涉
、
贸
易
差
額
，
交
易
条
件
、
庚
質
所
得

 

. 

マ

=

、

こ

し

フ

，
ノ
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(

ニ
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四)

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
こ
で
、
以
後
の
分
析
に
お
い
て
お
か
れ
る
仮
定
を
一
括
し
て
示
せ
ば
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

〔

仮
定
订
：
1
\_
/

体
系
に
お
い
て
ニ
産
業
£

財
産
業
、
.
>
?財
産
業)

が
存
在
し
、
各
産
業
の
'要
素
集
約
度(

資
本
労
働
比
率)

は
相
互
に
異
な
る
。

C；

肢
定
n 

• 

o
a〕

各
財
の
生
産
関
数
は
い
ず
れ
も
ニ
要
素(

資
本
と
労
働)

に
関
し
て
一
次
同
次
で
あ
り
、
そ
の
基
本
的
な
技
術
関
係
は
い
わ
ゆ 

る
C

E

S型
、
ダ
グ
ラ
ス
型
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
示
さ
れ
る
。

〔

仮
定
n
、
3〕

.

技
術
進
歩
は
ヒ
ッ
ク
ス
的
意
味
に
お
い
て
中
立
的
か
非
中
立
的
で
あ
り
、

そ
し
て
体
化
さ
れ
な
い
タ
ィ
プ(disembodied 

t
y
p
e
)

の
も
の
で
あ
る
。

〔

仮
定
n 

• 

4

〕

各
要
素
の
限
界
生
産
力
は
い
ず
れ
も
通
減
的
で
あ
る
。

.

〔

仮
定
n 

:

5

〕

各
要
素
は
い
ず
れ
も
完
全
に
雇
用
さ
れ
る
。

. 

ン 

〔

仮
定
£

=

^

6

〕

.
各
要
素
市
場
ば
競
争
均
衡
に
お
か
れ
て
い
る
。
 

- 

以
上
の
仮
定
に
基
づ
い
て
体
系
に
お
け
る
生
産
商
を
形
成
す
る
方
程
式
組
織
を
示
そ
ぅ
。.、

I

、
生
産
関
数 

'

1
、
C

E

S型
の
場
合

㈣
 

”
 

"1
5
 

+

 (
1

丨 

9 s ) 

r

i〕)

2
、

コ
ブ=

ダ
グ
ラ
ス
型
の
場
合

㈣

だ

"
>
卜
 

l

r

r

l
 

fl.2

)

但
し
、
x-
v

K,
、
U

は
xf
財
産
業
の
そ
れ
ぞ
れ
産
出
高
、
資
本
、
労
働
を
表
わ
す
。
A

は
efficient 

p
a
r
a
m
e
t
e
r

と
よ
ば
れ
技
術
進
歩

に
よ
る
効
率
改
善
を
表
わ
す
ハ
ラ
メ
ー
タ
ー
で
A

は
そ
の
技
術
進
歩
率
を
表
わ
す
/

はdistribution 

p
a
r
a
m
e
t
e
r

と
呼
ば
れ
、
通
例
的
に
は 

定
数
と
1.
て
扱
如
れ
る
が
.、
い
ず
れ
か
の
技
術
進
歩
が
存
在
す
る
と
し
た
場
合
5
は
そ
の
中
立
的•

非
中
立
的
性
格
に
し
た
が
っ
て
時
哿
に
関
し 

て
そ
れ
ぞ
れ
独
立
•
従
属
的
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

じ
の
記
号
は
こ
の
よ
ぅ
な
技
術
進
歩
の
性
格
に
応
じ
た
そ
の
不
変
性
.
可
変
性
を
表
わ
す
意 

呢
に
お
I

て
用
し
ら
れ
る
。
た
だ
し
、d

i
s
.

の
変
域
は
0
<
?
~

)

A
i。

P
は

substitution p
a
r
a
m
e
t
e
r

と
呼
ば
れ
、
要
素
間
の
代
替
弾
力
性 

Q
を
規
定
す
る
定
数
.で
あ
る
。〔

仮
定
n • 

4〕

よ
り
、
生
産
関
数
は
こ
回
微
分
可
能
で
そ
の
第
二
次
微
分
は
負
で
あ
る
が
こ
れ
は
l
t—
>
Al?
八
8 

の
場
合
に
充
足
さ
れ
る
。1
で
示
さ
れ
る
コ
ブ
=
ダ
グ
ラ
ス
型
生
産
関
数
は
0

£

8型
の
⑽
に
関
し
て
外
を

o
に
近
づ
け
た
極
限
形
態
で
あ
る
。
 

よ
っ
て
以
下
の
議
論
の
展
观
ぞ
お
い
て
特
に
明
示
す
る
必
要
の
な
い
限
り
こ
の
場
合
に
つ
い
て
更
め
て
言
及
し
な
い
。
 

n
、
完

全

雇

用

.

• 

.
？
;

(3
0

)

W

=>-
M

K
 た

⑶

r

=

M

r

£

但
し
、
K

、
L

は
そ
.れ
'ぞ
れ
全
体
の
資
本
、
労
働
を
表
わ
す
。
 

f
f
l,
要
素
市
場
の
均
衡

両
産
業
の
要
素
の
限
界
代
替
率
は
均
等
で
あ
り
、
ま
.た
そ
れ
ら
は
同
時
に
要
素
の
相
対
価
格
と
均
等
で
あ
る
の
で

s.:

但

し

f

"

n

.で
X
.財
産
業
の
資
本
集
約
度(

資
本
労
働
比
率)

を
表
わ
し
、

斯
と
ハ
は
そ
れ
ぞ
れ
賃
銀
率•

利
子
率
を
表
わ
打
ル 

つ
ぎ
に
、
こ
こ
で
技
術
進
歩
の
.各
類
型
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
ぅ
。
前
述
の
通
り
い
ま
要
素
の
限
界
代
替
率
を
只
と
す
れ
ば
、

技
術
進
歩
、
貿
易
差
額
、
交
易
条
件
、
実
質
所
得 

三

三

(

ニ 

t
,
e
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ニ
九
六)

(3
3

)

r

y

^

n

N

r

 

V

 

:

v

.

.

,

.

h

——
'*■ 

.

 

■

 ■

 •

 
.

 

■ 

-

 

.

 

- 

(

一

•
"
l
.
s
)

で
あ
る
.の
で
、
脚
を
時
間
に
関
し
て
偏
微
分
す
れ
ば
、

^

r-
= l

—
.Y-llw)~

+

 

p+
Joi) p

l
u
i
i

或
は 

丨
レ
丨
.-
£
-H (
l

+3?)

r

で
あ
る
。
よ
っ
て
、
'r

卩
§

§
c+
-

の
場
合
、

脚

OS
.

V

L

0

(

或

は
W

S
/W
0)
に
し
た
が
っ
て 

w>
i

/̂
v

o 

'

(

或

は
*̂
s
w\
o)

ヒ
ッ
ク
ス
の

矩
義
に
よ
れ
ば
、
資
本
労
働
比
率
一
定
の
と
き
限
界
代
替
率
を
増
加
、

一
定
、
減
少
せ
し
め
る
生
産
関
数
の
時
問
シ
フ
ト
が
在
在 

す
る
場
合
、
技
術
進
歩
は
そ
れ
ぞ
れ
資
本
節
約
的
•
中
立
的
•
労
働
節
約
的
で
あ
る
。
こ
れ
を
わ
れ
わ
れ
の
モ
デ
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節
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。
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は
兄
財
を
輸
出
し
、

x 2
財
を
輸
入
す 

る
が
、
6
国
は
兄
册
を
輪
出
し
、
X,
財
を
輸
入
す
る
。

〔

仮
定
ff
l

,
2

〕

初
期
に
お
い
て
贸
易
差
額
は
均
衡
し
て
い
る
。

〔

仮
定
冚
*
3〕

両
国
間
に
お
け
る
為
替
レ
ー
ト
は
固
定
的
で
あ
る
。

〔

仮
定
ff
l
. 

4

〕

各
要
素
は
両
国
に
お
い
て
い
ず
れ
も
完
全
に
雇
用
さ
れ
、
そ
し
て
要
素
賦
存
量
は
一
定
で
あ
る
。

〔

仮
定
ff
l• 

5〕

技
術
進
歩
は
a
国
に
お
い
て
の
み
行
な
わ
れ
、
6
国
に
お
い
て
行
な
わ
れ
な
い
。

〔

仮
定
ff
l
. 

6

〕

.各
財
は
両
国
に
お
い
て
い
ず
れ
も
劣
等
財
で
な
い
。

〔

仮
定
ff
l
• 

7〕

各
財
の
輸
送
費
は
い
ず
れ
も
無
視
さ
れ
ぅ
る
。

つ
ぎ
に
以
下
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
記
号
に
関
し
て
示
す
こ
と
に
し
よ
ぅ
。
 

>
<
.
.
.
^
国

の

兄

財

の

生

産

量

.

3
=
1
• 2, 

j
=
a

 

. 

6)

X 
:
ゴ
国
の
X,
財
の
消
費
需
要
量

3
=
1

.2, 

T
P 

• 

b)

E-
"

;

i国
の
輸
出
供
給
量 

• 

o
.
n
a 

. 

6)

1
ノ
.ゴ
国
の
輸
入
需
要
量

o
.
=
a

 

• 

6)

'

p -
v
.
-x -

*財
の
ゴ
国
価
格(《=

1

.2, 

j
=
a

 

. 

S 

故
.
.
a国
の
貿
易
差
額
.：

T a
.
. 

a国
の
交
易
条
件
. 

ro

•.為
替
レー

ト

Y

”
：
ゴ
国
の
実
質
所
得
' 

'

0. 

J
 

•CT
*

)

K,
:
.
j国
の
総
資
本
量 

.

技
術
進
歩
、
貿
易
差
額
、
交
易
条
件
、
突
質
所
得



. 

0
-
H
a
. 

• b}
Li
. •
.

ク
国
の
総
労
働
量
’

.

A-
*
:ゴ
国
の
兄
財
に
関
す
る
生
産
関
数(

第
三
節
参
照)

のefficien

c+-
p
a
r
a
m
e
t
e
r

(

<s
«
.
=
l
.

2, 

T

P
.

5 -
~ 

:
.
5
国
の
兄
則
に
関
す
る
生
産
関
数
の

distribution parameter 

(
A
=
l

• 2, 
j
=
a

 * b}

こ
こ
で
更
に
若
干
の
弾
力
性
係
数
に
関
す
る
定
義
を
述
ベ
ょ(

W

。

^
:
ゴ
国
の
兄
財
の
生
産
の
価
格
弾
力
性

I
ci
i
l
o
g
x
"

d

 

J
o
g

か
：
ゴ
国
の
兄
財
の
生
産
の
価
格
弾
ヵ
性 

f
 

a
l
o
g

i>
<

y

.

s
o
g
j
r
"

^

: •-
国
の
兄
財
の
需
要
の

価
格
弾
力
性 

2J

QJl
o
g
p

〃
国
の
x2
財

，
の
.需

要

の

価

格

弾

力

性

;

a
l
o
g
p

 

€a
:

び
国
の
輪
/i
1，
供
給
の
価
格
弾
力
性

i
j
=
a

 • b}

0
=
9

<i)

o
n
a

 • 6)

0

 

J

ふ)

上

、

1

 

d l
o
g

fl 

°

cn
T

^

T

r

6

国
の
輪
出
供
給
の
価
格
弾
力
性

’
n
l
j
.
苕

庐

d log P

>
«
: 

a
国
の
輸
入
需
要
の
価
格
弾
力
挫

v6
: 
&
国
の
輸
入
需
要
の
価
格
弾
力
性 

v

ぃ=

丨

gp
y
g
l
-

ea

d 2。

的 p

.
な
国
か
輸
出
供
給
の
所
得
弾
力
性

へ
"I

J
l
o
g
E
*

p 

2
0
g

 Y
r
p

.
6
国
の
輸
出
供
給
の
所
得
弾
力
性 

へ
 

I
CL
i

l

o

g

w

.

QUiog 

Y
so-

• 

a国
の
輸
入
需
要
の
所
得
弾
力
性 

。
丨

QJ
l
o
g 尸

▲
—
T
w
f
r
r

-
6
国
の
輸
入
需
要
の
所
得
弾
力
性 

5

S

0OQ
I
6

c
. 

2
0
^
T
T

記
の
記
号
に
し
た
が
ぅ
な
ら
ば
両
国
の
輸
出

. 

(6
7

E
g

 =
X
l

 a

 

丨
.

X
l

 a

 

•

技
家
進
步
質
易
差
額
、
交̂

条
件
、
実
質
所̂

輸
入
に

関
し
て
つ

ぎ
の

定
義
式
が
与
免
ら
れ
る



-

-

::

ン

.

.

.

;

-•
.■!
• 

,
 

.

.

.

•

' 

四

八

(

三
' 

一
〇)

.脚

r-
=

x『

l>
<

a 

,

t

, 

-
r
- 

n
. 

.
 

I 

4, 

-
t

xu
6i*:A.

2

o-—
、 -A.
2

cr,: 

- 

•

(7
0

)

I
5
=
x
r

l:
LW
6

そ
し
て
:'

伺
時
^

そ
れ
‘ら

の

間

に

，
関

し

て

'

つ
ぎ
の
よ
ぅ
な
恒
等
式
が
成
立
す
る
。
 

o

 

d
 

IT

p
p
I
Ho-

幻

H
 

I

d

^

u

.

r

l

?

' 

:

v 

:
.

. 

■
•

.■
■

〔

仮
定
m
 

•

 

3〕

よ
り
れ
は
時
間
を
通
じ
て
一
定
で
あ
る
が
、
い
ま
通
貨
の
単
位
を
適
当
に
選
ぶ
こ
と
に
よ
りブ

=
1

と
仮
定
し
よ
ぅ
。
そ
の 

と
き
、

p
r
H
P
S

 =

 p

ご:.P
e

 =

 p
s

 =

 p
2

と
お
く
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
、
財
の
単
位
を
適
当
に
選
ぶ
こ
と
に
よ
り
初
期
に
お
い
て
pi

と
P2

を
1
 

と
仮
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

つ
ぎ
に
、
{7
1

)

と
(7
2

)

を
そ
れ
ぞ
れ
％
*

m

と
お
け
ば
a

国
の
貿
易
差
額
は 

(7
3

)Ba =

 p
l
s

 

丨 
P
S 

で
表
わ
さ
れ
る
。
.

一
方
：

a'
国
の
交
易
条
件
は 

.

汾

丨

P
.

J 
ト
p
n ̂

で
示
さ
れ
る
。
但
し
、
P

H

.

t

〔

仮
定
冚
• 

2〕

よ
り
初
期
に
お
い
て
w

=

o

で
あ
り
、
そ
し
て
ま
た

P
1
=
P
2
H
1

と
仮
定
さ
れ
た
の
で
、
同
期
に
お
い
て

H
=
=
w

で
あ
り
、
 

T
a
=
l

で
あ
る
。

-
.

つ
ぎ
に
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
21

と
同
様
に
し
て 

⑽

f

各

 

こ

と
定
義
し
よ
う
，
。
' 

.

(7
3

]

と
(7
5

)

を
時
間
に
関
し
て
微
分
す
る
こ
と
に
よ
り
、
初
期
に
お
い
て
つ
ぎ
の
関
係
を
容
易
に
導
く
こ
と
が
出
来
が
。

(7
6

)

cr
*
-a =
 

^

~

 

或
は

㈣

よ

り

m
>
0

で
あ
る
の
で
ん
と
民
は
変
化
が
生
じ
た
場
合
そ
の
変
化
の
方
向
は
同
ー
で
あ
る
。

よ
っ
て
貿
易
差
額
の
変
化
は
r
 (

或
は 

r

)

を
^

ln'
す
る
■

こ
と
に
よ
っ
て
把
^

さ
れ
、プ
る
こ
と
に
な
る
。

抑
よ
り

S

^

"

s

l

a
'x
u
丨
き B

x
l
a

但
し
、

=
 

f

f

 

で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
び
国
の
兄
財
輸
出
量
に
対
す
る
そ
の
財
の
生
産
量
と
消
費
需
耍
量
の
比
率
を
示
す
。
 

〔

.仮
定
ff
l

•

1〕

よ

り
f

v

p

ま
た
、
f

〉

o

で
あ
り
、
両
者
の
関
係
は

e
l
a
=
l
+
f

で
あ
る
。
 

g
と

！
：
(

国
名
は
省
略
さ
れ
て
い
る)

を
⑽
に
代
入
す
れ
ば 

；

.

B

w>
a 
"

ら—

へ。Yra +

 ?
A
1
「
？
、

A
e

—

^

kl
a
+
^
l
â

n
&
a
l
l
l
a
r

と
な
る
。

{P

し 

—

<s
>
l
a
e
l
a
+

<5
l

a

e

2

a

j
r
I
c
a
e
2
a
j 

1
1
a

 

I
 (

l

+
«>
l
a

)

.s:
l
a
^
l
a、H
g
l
a
e
l
s
公
1
0、=
* ^
a
e;
l

a

>'e
l
a、H
'o
l

a

e

l

s
cr
l
a、u
cr
l

a

e

l

s
wv
f
l
a、n
^
B
s
I
® 

r6
8

)よ

り
■

:

.

S

 

L
=

 

巧lâ
2̂
a

 —

汽 2a^2a

但
し
、

=

 

=

 

t

で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
ひ
国
の
兄
財
の
輸
入
量
に
対
す
る
そ
の
財
の
消
費
需
要
量
と
生
産
量
の
比
率
を
表
わ 

す
？〔

仮
定
ff
l

.

1〕

よ

り

？
>
1

そ
し

て

？
v

〇
で
あ
り
、
両

者

の

関

係

は

?

で
あ
る
。

㈣

と
㈣

を
㈣

に
代
入
す
れ
ば

{8
0

H
a 

= 

v

>̂
+
ŝ>
2 —

 

r
2>>
2
a
+
e
2
a

、A

H

、r

—

^

k

l

a

—

f

w>
a

+>o
>
、2
r>

技
術
進
歩
、
贸
易
差
額
、
交
易
条
件
、
実
質
所
得 

四

九

(

三 

一. 
一ノ



2£
.

〇

(

三 

一
 

ニ)

と
な
る
。
 

,

0

1

<-
a—

<s
2
a 

/
c
l
a
+

c!
>
2
a?t
'
2
s 

s
a
=
=
p
?
s 

7
2
a
"
(
1
+
e
2
a
)

 A
T
2
S
^
"
Q
l
p
K
-
l
s

T
J 
卩
分 2

0
m
s
^
2
/
=

 9
2
0
汽

2
2
U

 "
0
1
P
K
1
S

ur
ru.
 

h
.
^
d
px
za 

㈣
ょ

り{8
1

tx& =

 <yl5̂
2il —

 

S
S
X
2
6

但
し

、
0
>
1
6
=
-
^
,

8

2

6

=

-

^で
あ
る
。
e

u

v

l

,

 

,
V
Q
で
両
者
の
間
の
関
係
は
e

1

6

=

l

+

e

2

6
で
あ
る
。

.

脚
と
(2
7

)

を
(8
1

)

に
代
入
す
れ
ば 

，

f
e
.炉 

I 1

1

1
&
Y
r
&
+
r
2
>
2
i
>

 

I执 26 

A
i
j

 —

•^
5
03
2
6
+'e
2
^
l
&
+
e
2

&、
^ >—

<n
r
>
、
2
B
6 

と
な
る
。

但
し 

e

i

J

I

K

f
 

r
i
=
p
f
,

 

r
2
6
=

〈
l
>+
f)

？

ぎ
、n

l

r

f

,
t

—

i
u
, 

f
T
f
f
,
l
"
o
§
u
,

?

、
=

r

f

 

⑽
.

ょ

り
(8
3

I
s
"
/
C
l
s
x
l「

/
C
2

rxu

但
し
、
ミ

'
!
 ̂

で
あ
る
。
A

v

l

,f
>
0

で
両
者
間
の
関
係
は
f

=
1
+

ぎ
で
あ
る
。

1

と
：

g

を1

に
代
入
す
れ
ば

(8
4

)t=
-
v
5
T
S

^>r
1
?
A
U
+
e
l
'
A
2
6
+

?'、̂
4
1
&
、̂

—
ぎ
、

&
&
+
l
u

r>

{l
l

 

y
ヶ
"

デ b“
lb 

屮 e
l
k
f

 

e
t
"
p
f 

r
u
=
(
l
+
e
u
)
f

 

e
l
'
K
e
l
f
,

>

'

=

>

f

'

ず

、=
，

ぎ
 

e

l

'

"

f

2

6

,

 

i
、=

，
bKzb 

ま
た
一
方
、
(7
1

)

と
(7
2

)

は
そ
れ
ぞ
れ
同
様
に
し
て
つ
ぎ
の
ょ
ぅ
に
相
対
的
変
化
率
と
し
て
示
す
こ
と
が
出
来
る
0

(8
5

)

P

=

F

(8
6

)1L==

W>=
^

ま
た
同
様
な
操
作
に
よ
っ
て
(7
5

)

と
(7
4

)

は
そ
れ
ぞ̂
1 

(8
7

CJ
-
-
,
S 

=

 

P

 

+

 

^

I

^

0 

1

4

と
な
る
。

力

く

し

て

•

姊
•

ぞ

ぞ

S

を

方

程

式

組

織

と

す

る

不

完

全

特

化

の

場

合

に

お

け

る

一

一

国

一

一

財

モ

デ

ル

が

構

夜

さ

、 

, r
> o

ぎ 
t

j

 

こ

で
，

A

c

 

a

 

ぎ 

A

s

,

r

,

r

r

,

r

r

r

s
 

r

を
所
与
と
す
れ
ば
、
そ
の
と
き 

i
s
«>

多
，
 

Y

2

,

 

0

の
各
変
数
に
関
し
て
そ
れ
ぞ
れ
i

的
な
解
を
導
5

」

と
が
出
来
よ
う
。

そ
こ
で
い
ま
、

画

Q

貿
易
義
の
変
化
を
示
す』

に
関 

し
て
そ
の
一
般
的
関
係
を
示
す
な
ら
ば
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

妙 

r

p

^ J〔

r

f
 (

蒼

)

{

(

m

) A
u
l

 
f

a

rt
! 

c

l

v

f、F

+
 (

f

、+

f

、

)

r

 (
€
:
/
-

m

l

 

C、u

2

r+

 (

J

) 

{

I

f
 

I

r

l
 

f

+

f

、

) 

、+

f

、

)

^
ゲ

F
C
2
5
1
へ
も U )

«>
十
F

r
、—

、5>
o
r>
}

〕

.

但
し
、
f

f

—

f
 

+

€

'(

V

W

1

1

)

 

/

s

,

£

.
 

+

d

v

v

 じ

と
こ
ろ
で
一
{
仮
定
m̂

•
i

と

〔

仮
定

s

 

•
互

よ
りf

t
,

 

r

 

f

r

r

 

r

r

r

は
い
ず
れ
も
o

で
あ
る
の
で
脚
は

(

w
、

育

+

 

{

F

?

+

dA
l
「

(

S

1

N

-

W

I(

f

、
+

f
、F

+

 (

f

、+

d

』

と

な

る

よ

っ

て
s

の
相
対
価
格
を
不
変
と
し
た
場
合
、
S

に
お
け
る
技
進
歩
が
そ
の
蒼
義
に
与
え
る
影
響
を
検
討
す
る
こ
と
が 

可
能
と
] ^

る
。.

こ
こ
で
華
の
特
殊
的
T

K

i

し
て
述
べ
よ
う
。.
い
ま
技
術
I

が
中
立
的
と
す
れ
ば
、そ
れ
が
U

輸
出
財
産
業
で
生
ず
る 

場
合
、
[2
.

輸

入

財

産

業

：で

生

ず

る

場

合

、

[3
1

両
産
業
で
一
様
に

(

同
率
で)

生
ず
る
場
合
⑽
は
吋

H

o

の
も
と
で
.

技
術
進
歩
、
質
易
差
額
、
交
易
条
件
、
実
質
所
得
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五
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(

三
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1
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F
?
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改
善
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し
、
X
0
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ら
ば
改
善
、
悪
化
、
改
善
す
る
。

つ
ぎ
に
、
貿
易
差
額
が
均
衡
し
て
い
る
と
い
ぅ
仮
定
の
も
と
で
S

の
交
易
条
件
、

お
ょ
び
実
質
所
得
の
変
化
を
示
す
一
般
的
関
係
を
導
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O  (S3 tsi tsi isj 

I
O  4? ^  o  o

と
な
る
と
は
洛
干
の
数
式
的
操
作
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
つ
ぎ
の
よ
ぅ
に
書

き

改

め

ら

れ

る

。

㈣
 

H

.

=

I

M

〔

？

L

{

F

i

r

o

A

U

—

 

f

、
+

l

r

 

(

f

、
+

f
 

o

r

 

f

、
+

f
 

o

r

f

、—

€

3

o

t

, 

H 

f

、
£

、
z
j
l
j 

+

F

+

o
 

{

(

l

、
+

f
 

)

r

丨 
f

a

r

!
 (

f

 
+ヽ

f

、

)

r

 

f

、+

f

、

)

r

(

f

、
-

€
2
o
K
5
+
F
r、-
&
l

or>
}
j

如

产

丨—

%(

,
 

l

」

l
?

)

r
+ 
s
l
?、

—

/
/
2
?

)

r
+ 

u

,

、

—
」

,

、

)

r
l 

2
f 

oft

+

 

、
. r

}
屮 a

+
.

i

 

し
{

f

、
+

f

 

)

r

l

 
f

a

r

!

 

f

、+

f

、

)

p
 

+
 

f

、+

f

、

)

4

I

(

I

、
I 

€

1

0

w

+

F

?

、
I 

£

r>)〕

怛
し
、

• t

§

i

 

+

i

v
し

、，n
と
！̂
様
に
し
て〔

仮
定
ff
l

• 4

〕

と

〔

仮
定
ff
l

• 
5〕

よ
り
(9
6

)
と
帅
は
そ
れ
ぞ
れ 

.

牌 

r—

fo
p

f —
U
A
U
+

 (

X

 —

ぎ J

>>
2
a
+ 

(

含la、—

奮 2/)

产
I 
著

广K

映

よ

ぶ

-

お
-

て̂
の
み
技
祈
？
#
^

V

か
行
な
わ
れ
る
場
合
つ
ぎ
の
関
係
が
花
在
す
る
こ
と
が
明
ら
が
で
あ
る
。

技
術
進
歩
、
質
易
差
額
、
交
易
条
件
、
実
質
で
得

/ 

五
1_ニ 

(

三一

五)



a
.技
術
進
歩
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非
中
立
的
の
場
合
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技
術
進
歩
が
中
立
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合
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T
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l
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"
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.(Ta) A2a=o
<̂
l
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"
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0
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 ̂
M
o M
u
o

こ
れ
に
関
速
し
て
、
中
立
.的
技
術
進
歩
が
輸
出
財
産
業
と
輸
入
財
産
業
と
で
同
率
a
aで
行
な
わ
れ
る
な
ら
ば
そ
の
と
き
皿
は
、
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2
)
ド 

n(

d

+

(
d

,
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^

a

"

o

^

a

H

o
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°

と
な
る
。

一
方
、
1
に
関
し
て
も
上
の
.各
場
合
に
関
し
て
全
く
同
様
な
関
係
が
存
在
す
る
が
、そ
れ
ら
は
(1
0
0
)
•(1
0
1
•(1
0
2の
ATa
の
代
り
に〈

Y,
を
置
換 

ぇ
れ
ば
ょ
い
の
で
哭
め
て
示
す
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
ぅ
。

最
後
に
、
6
国
の
交
易
条
件
、

お
ょ
び
実
質
所
得
の
変
化
に
つ
い
て
付
言
し
て
お
こ 

ぅ
。
い
ま
、
6
国
の
交
易
条
件
の
変
化
を
<Tt
と
表
せ
ば
、
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，
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で
あ
る
の
で
前
述
の
仮
定
の
も
と
で
,̂
は
10
3
と
(9
8
)ょ
り
直
ち
に
導
か
れ
る
。

一
方
、
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は
同
様
な
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も
と
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。
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以
下
に
お
い
て
示
さ
れ
る
諸
弾
力
性
係
数
は
い
ず
れ
も
正
と
し
て
表
わ
さ
れ
て
い
る
。
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ジ
ョ

ン
ソ
ン
は
6,
,をexport rati

o

と
ょ
び
、
国
際
収
支
の
変
化
を
示
すi

n
d
e
x

と
し
て
適
用
す
る
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(7
3
と
饰
と
の
関
係
は 

〔4.1〕
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n
p
2
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あ
る
。
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仮
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な
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。
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と
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ン
ソ
ン
迤
本
方
程
式
と
の
®
本
的
相
違
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ジ
ョ
ン
ソ
ン
式
は
実
質
所
得
は
外
也
変
数
で
あ
る
の
に
対
し
て
こ
こ
で
は
そ
れ
は
内
生
変
数
と
な 

っ
て
い
る
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で
あ
る
。
ま
た
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0
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と
建
元
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9

の
贸
易
逭
額
式
と
の
相
違
は
1

;
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お
い
て
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卩
は
ジ
.ョ
ン
ソ
ン
式
と
同
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に
外
生
変
数
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
が
連
元 

式
に
お
い
て
そ
れ
は
内
生
変
数
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
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中
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ず
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合
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ず
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p
s
, 

r

H

O

.
 

r

n

o

.
そ
し
て
両
産
業
で
一
様
に
生
ず
る
場
合
は
r

“

r

\

r

，
a
=
0
,

，
。=

0

と
お
く
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
(9
1

)

~
(9
3

)
が

i

え
ら
れ
る
。
⑽

の
場
合
は
、

： 

•

〔
4
.
4
〕

r

”
 
丨 

F

+

へ̂'
2

o

l(

d

+

r

r

L

}

 

A

 

で
あ
る
が
、

{

 

}
m̂
a
(
l

 +

 e
l
a
r
l
a
+
€
2
a
/
c
2
a

 —

 £
n
l
a
l
i
a
(
l
+

s,â
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係
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適
用
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来
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五
、
技
術
進
歩
と
交
易
条
件

こ
こ
で
は
a
国
に
お
い
て
の
み
中
立
的
技
術
進
歩
か
非
中
立
的
技
術
進
歩
が
生
ず
る
場
合
そ
の
ィ
ン
パ
ク
ト
に
よ
る
同
国
の
交
易
条
件
の
変
化 

に
関
し
て
検
.討
し
よ
ぅ
。
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技
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進
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術
進
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と
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件
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な
る
の
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あ
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伞
に
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て
^
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撕
ハ
に
し
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っ
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o
Ai
v

o
で
あ
り
、

そ
し
て
0
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関
し
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は
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替
安
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す
る
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シ
ャ
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ラ
ー
ナ
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条
例
が
充
た
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
、は
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V

0
で
あ
る
の
で
10
5
.ょ
り
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A
l
a
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v

c
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に
し
た
が
っ
て
，
■
〇

_

は
a-
国
の
交
易
条
件
の
変
化
を
示
す
一
般
的
関
係
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
こ
こ
で
、
技
術
進
歩
が
1]
輸
出
財
産
業
に
お
ぃ
て
の
み
生
ず
る
場 

合
、
2]
輸
入
財
産
業
に
お
い
て
の
み
生
ず
る
場
合
、
31
両
.産
業
で
ー
様
に
生
ず
る
場
合
を
述
べ
る
な
ら
ば
10
5
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10
8
)ょ
り
、
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国
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交
易
条
件
は 

そ
れ
ぞ
れ
惡
化
•
改
善
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恶
化
す
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こ
と
に
な
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ヒ
ッ
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ら
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ま
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に
ジ
ョ
ン
ソ
ン
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題
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帰
結
と
完
全
に
整
合 

的
関
係
と
な
る
"
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こ
こ
で
は
輸
出
財
産
業
か
輸
入
財
産
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の
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ず
れ
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に
お
い
て
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働
節
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的
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術
進
歩
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技
術
進
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が
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ず
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合
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し
て
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合
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か
く
し
セ
、

Tr
l
は
ん
、
^
等
々
の
値
を
所
与
と
ず
る
な
ら
ば
ん
の
関
数
；1
1
=
7
:
1

(

^

>
と
み
な
す
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
ぅ
。
そ
こ
で
い
ま
、
 

ん
の
変
化
に
対
す
る
め
の
変
化
を
示
す
曲
線
を
7T
1
曲
線
と
よ
ぼ
ぅ
。

7T
1
曲

線

は
r
"
h
の
と
こ
ろ
で
不
速
続
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
 

.こ
こ
で
ぬ
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1
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の
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置
、
お
よ
び
形
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に
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て
若
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検
討
を
試
み
る
。
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合
；

T1、 <
0

と
な
る
の
で
忍
線
の
勾
配
は
負
で
あ
る
。
つ
ぎ
ド 

例
し
て
そ
の
第
一
項
を
瓦
、
第
二
項
を
瓦
と
お
く
な
ら
ば
、
ま
ず
瓦
に
関
し
て
I

X

X
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に
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し
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場
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あ
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I
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[ 1 ] 労働節約的技術進歩の場合

第 一 表

k'の相対関係 ケ 一 ス T„ の変化 k,の相対関係 ケ 一 ス Ta の変化

1々くを1 改 善 んj く石1 改 善

ん1く̂た2
I ん1 ~bi 不 変

た1〉た2
m — ki 不 変

-----
ん1〉を1 恶 化 ん〉も 惡 化

-------------
n 惡 化 IV 改 善

ヶ -ス I  : - l < P x < 0 で * - < — 山D丨。，ル=0, 0 < Pi< o o で 含 く -ぬ D „ の各場合 

ケースn : - 1 くめく 0 で 食 0 くぬく o o で ffiD„ の各場合 

ケースDI : ~1</?!<0, pi=0, 0 < p !< oo  で t 〉一仍1)12 の各場合 

ケースIV : 0 < Pl< c o で —山D12の各場合

[2 ] 資本節約的技術進歩の場合

第 二 表

h の相対関係 ケ .~ ス Ta の変化 の相対関係 ケ 一 ス Ta の変化

ゐ1くを]; 惡 化 た1く系1 惡 化

た1<^た2
V ki^kj 不 変

た2 くん1
W ki= ん夏 不 変

たI〉を1 改 W た1〉た1 改 善

―― 一一— ______ VI 改 策 : ■ m 惡 化

ケースV : ”1 くめく0 で 今 く - giD1()，Pl= Q t 0<^Pl<Coo でを-< — 5lD n の各場合

今

ケース VI : - 1 < ^ 1 < 0  で j - > ~ giD10, 0 < Pl<Coo で ^ > ~ 9lDn の各場合 

ケースVD : 一 1 O K 0 で 食 〉ト め=0, 0 < Pl< c o で ♦ > - 幻D丨2 の各場合 

ケ- スVD1: - l < p , < 0 で 舍 シ 1-，。くめくo d で 4! く — ぬD 12の各場合

六一
(

三
ニ
三)

技
術
進
歩
、
質
易
差
額
、
交
易
条
件
、
実
質
所
得

第一図

六
〇

(

三
ニ
ニ) 

k

p

。

に

し

た

が

っ

て
H
3w\
0

デ

但
し
、

ム

^
 

で

、

，
。
>

。

で

あ

る。
'

よ
つ
て
、
I
K
i
o
l
IA
l
の
場
合
は
$

>
ぎ
、
そ
し 

てl
o
l
<
8

の
場
合
は
g
IA
r

の
と
き
ぎ 
>
ぎ 

に

関

し

て

ヲ

、
、

>

0
で
あ
り
ぬ
曲
線
は
上
方
に
掘 

で
あ
る
。
ま
た
、1

<
0
1
<
8

の
場
合
ぎ
。lv
$

の 

と

き

f
八
^

に
関
し
て
7
r
l、、A

o
で
ぁ
り
ぬ
曲 

線
は
上
方
に
凸
と
な
る
。

い
ま
、
縦
軸
に
7T
.
、
横
軸
に
ん
を
測
る
も
の
と
す
れ
ば
、
丨1

<
?
<
0

の
場
合
あ
る
時
点
に
お
い
て
7T
1
曲
線
は
O

S

A

Oと
す
れ
ば
第
一
図 

の
よ
う
に
描
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。

7T
1
曲
線
は
そ
こ
で
、
も

し
D

s

v

oな
ら
ば
負
の
切
片
を
も
つ
.こ
と
に
な
り
、
ま
た
o

s
=

°

な

ら

ば

原

点

通

過
と
な
る

第

一

図

に

同

時

に

を

書

き

加

え

る

な

ら

ば

、

こ
れ
は
技
術
進
歩
が
労
働
節
約
的
で
あ
る
か
、

資
本
節
約
的
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
そ

テ 

§

れ
ぞ
れ
L

直
線
、
a

直
線
の
よ
ぅ
に
与
え
ら
れ
る
。

よ
っ
て
、
労
働
節
約
的
技
術
進
歩
の
場
合
^,<

1々
<
8

に
関
し
て
7T
I
曲
線
と
ら
直
線
と 

の
交
点
が
必
ず
存
^1

す
る
が
、0

<
h
l
p

に
関
し
て
は
t

<

l
汐
D

S
な
ら
ば
同
様
に
交
点
が
存
在
し
、

t
lv—

«Q
l
D
l。
な
ら
ば
交
点
は
存 

在
し
な
い
。
ま
た
資
本
節
約
的
技
術
進
歩
の
場
合
ざ 
<
ダ
<

8

に関
して
なら
ば

7T
1
曲
線
とd

直
線
と
の
交
点
が
存
在
し
、
t

IA
+
 

な
ら
ば
交
点
は
存
在
し
な
い
。
o

A

h

p

に
関
し
て
は
上
と
同
様
で
あ
る
。
以
上
、

ぬ
肋
線
と
ら
直
線
か
じ
直
線
と
の
交
点
の
存
否
に
つ
い
て



述
べ
た
が
、そ
こ
で
交
点
が
存
在
す
る
場
合
以
下
に
お
い
て
o
A
k
l
p
に
お
け
る
め
曲
線
と
“

直
線
か
じ
直
線
と
の
交
点
に
対
応
す
る
ん
を
ん
：、

h
A
h
A
8
に
お
け
る
そ
れ
を
！̂！
で
表
わ
そ
う
。
.ち
と
ー
ん
は
呢
の
左
辺
を
と
お
き
そ
れ
を
ん
に
関
し
て
丨
解
く
こ
と
に
よ
っ
て
導
か
れ
う
る

(

0
1

で
あ
ろ
う
。
 

. 

つ
ぎ
に
、汐

=
0

の
場
合
め
曲
線
は
第
ニ
図
の
よ
う
に
描
か
れ
よ
う
。

こ
の
場
合
、

め
曲
線
は0

<
$
<
a
2

と
み2

0
1
<
8

の
領
域
に
お
い
て
必
ず
“

直
線
、d

直
線
と
そ
れ
ぞ
れ
交
わ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
ら 

に
対
応
す
る
も
と
ん
が
存
在
す
る
。

こ
れ
ら
は
11
3
)の
左
辺
を
I

t
と
お
き
、
そ
れ
を
h

に
つ
い
て
解
く
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
よ
う
。

(

C>
1 

§

最
後
に
、
0

<

?

<

8の
場
合
こ
こ
で
は
更
め
て
図
示
さ
れ
な
い
が
同
様
に
し
て
ぬ
曲
線
を
描
く
こ
と
が
出
来
^:
こ
の
場
合
に
お
け
る
ぬ
曲 

線
と
ら
直
線
か
辽
直
線
と
の
交
点
の
存
在
す
る
条
件
は
^
八
^
八
や
”
に
お
い
て
--!
>

<
 

I

S

D

U
で
あ
り
、
$

<

$

<

8に，関
し
て
!
^
v

ltc
l
l
D
 

で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
条
件
の
荏
在
の
も
と
で
そ
れ
ぞ
れ
ん
、

-fc
l
が
存
在
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

以
上
の
関
係
に
蕋
づ
い
て
輸
出
財
産
業
に
お
い
て
非
中
立
的
技
術
進
歩
が
生
ず
る
場
合
に
お
け
る
a
国
の
交
易
条
件
の
変
化
を
表
示
す
れ
ば
、
 

労
働
節
約
的
技
術
進
歩
の
場
合
は
第
一
表
.、
資
本
節
約
的
技
術
進
歩
の
場
合
は
第
.二
表
の
通
り
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

.
ニ
、
輸
入
財
産
業
に
お
い
て
非
中
立
的
技
術
進
歩
が
行
な
わ
れ
る
場
合 

こ
の
場
合
、

び
国
の
交
易
条
件
の
変
化
は
(9
8

)
よ
り
、

. 

'

12
0

)

CO

但

し

『
2 =

 —
F

+

r
x
t
ty+

F

'e
l
/ 

+

 
へ̂

2a、) d
u

 

と
な
る
。
，
こ

こ
で
、

21
)

i —

 

§

、
+ 

f、

(
 

s
l
a
、
+ 

§

a 

と
お
く
。
い
ま
、
A

e

 

•
r

が
所
与
と
す
れ
ば

(1
2

r

v

o
 の
場
合 

7
T
2
m
H^
r

 ̂

A

O 

0

場

今

w

r

|

に
し
た
が
っ
て
、

で
あ
りt

w
o

で
あ
る
。

S

生
産
関
数
が
C

E

S型
の
場
合

dip

.

⑴ 

f

f

) 

(

T

e『

&

+

-

;

^

^

(

7
+ r
I

^

^

T
?

秦

卞

 

f

 

)

}
|

但
し
、
f

气
,

p

i

j

t

f
 

•
デ

I

P

で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
Q
v
o
, 

0
3
X

 

0
<
s

で
あ
る
。

.
ま
た
、
生
産
関
数
が
コ
ブ=

ダ
グ
ラ
ス
型
の
場
合
は
、

㈦

ラ
"
！1

^
5
^
^

丨
s
o
g か2+

J
2

 

と
な
る
。

と

こ

ろ

で

ふ

た

4

の

靈

•
諸
。ハ
ラ
メ ~

タ
I
を
所
与
と
す
れ
ば
ん
の
関
数
と
見
な
さ
れ
う
る
。
よ
っ
て
ぬ
に
関
し
て
つ
ぎ
の
よ
う 

な
関
係
が
見
出
さ
れ
よ
う
。

‘

i 

—
l
〈
io2A0 

の
場
合

衿2

3) 

n 

—

<Q
2
D
2。

位
し

<c
>

M

n

l

T

T

^

)

 

P

J

d

J

U

2

o

=

^

-

+

^

^

OJ
K>
I

J

2

1 

.

7Z

ド{̂
0

 

n
I
—r

0 

^

n

oの
場
合

i
i
m

 

7
T
2
=

 

+

 

8

 

r?
i
+

技
術
進
歩
、
贸
易
差
額
、
交
^
条
件
、
突
筲
所
得 

'

六
三

(

三
ニ
五)



11
0
A
P
2八
8

の
場
合

N
2 

(0) =

 

l

^

w

a

匕 

多

J
Tto(

8

}=

丨
<q2i}22

但
し
、
.
！
^

そ
し
て
、
上
の
各
場
合
に
関
し
て 

I
i
m

 

?
 

=

 

1
8

^
4わ1
|
0 

11日

衿
2 =

 

+ 

8

ft
-

2

4

^

+

o

.

こ
こ
で

ふ
の
変
化
に
対
応
す
る
め
の
変
化
を
示
す
曲
線
を
ゐ
曲
線
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、

ぬ
曲
線
は
め
曲
線
と
全
く

同
様
な
形
状
を
も
つ
こ
と
は 

明
ら
か
.で
あ
る
。

よ
っ
て
窗
線
に
関
し
て
S

」

で
更
め
.て
醫
さ
れ
な
い
が
、
前
と
同
様
に
し
て
K

線

が

線

(

璧

f

l

、
 

&

線
と
I

に
し
て
描
き
う
る

)

と
交
わ
る
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
交
点
に
対
応
す
s

i

し

て
S

&

に

お

け

る

ん

I

、
S
.
A
S 

に
お
け
る
そ
れ
を
i

f
表
わ
そ
う
。
以
上
I

係
I

用
す
れ
ば
、
輸
入
財
産
業
に
お
い
S

中
立
的
技
術
進
歩
が
生
ず
る
場
合
に
お
け
る
S

 

の
交
易
条
件
の
変
化
は
技
術
進
歩
が
労
働
節
約

的
の
場
合
は
第
三
表
、そ
れ
が
資
本
節
約
的
の
場

合

は

證

表

の

よ

う

に

示
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。

注(

1)
S

は
'®-

に
関
し
て
治s

で
述
べ
ら
れ
た
関
係
を
同
様
に
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
。

(

19)

S
1
.を
書
き
改
め
れ
ば
、

デ
ご 

+ 
I

1
4
6
1
才
2
"-

§
1

技
術
進
歩
、
贸
易
差
額
、
交
易
条
件
、
実
質
所
得 

六

五(

三
ニ
七)

[1 ] 労働節約的技術進歩の場合

第 表

左2の相対関係 ケ — ス Taの変化 k2の相対関係 ケ 一 . ス Ta の変化

た2 くを2 惡 化 丨ん2<た2 惡 化

ん2 く̂た1
I た2=左2 不 変 m k2~ k 2 不 変

た2〉を2 改 善 ん2〉众2 改 善

n 改 IV 惡 化

ケース I : ―1<P 2く0 で f 2- < — ぬD 2。，p2=0, 0 < p 2< co で J 2-く - g 2T>n の各場合

ケ一スn  ：一i<p2< o で 仍 1)2。，oく/?2く の で 上 > 一分2D 2 2 の各場合 
. §2 §2

ケースffl : — l < p 2<0, p2=0, 0 O 2O  で 了2-> — flr2D 22 の各場合
02

ケースW  ： 0 < p 2< o o で - ^ く ー 0ぶ 2 2の場合
o2

[ 2 ] 資本節約的技術進歩の場合

第 四 表

ん*2の相対関係 ケ — ス Taの変化 h の相対関係 ケ —  ス Taの変化

た2く左2 改 善 たた2 改 善

女2<^1
V k2— k2 不 変

而2〉た1
W 不 変

た 2〉&2 悪 化 た2〉た2 悪 化

VI 惡 化 V® 改 善

ケースv

ケースVI :

ヶースW :

ケ ー ス 丽 * 一  く7) で

- 1 < ル< 0 で

-l<p2< 0  で 

1<> 2< 0  で

-李-く一gi2D 2。，p2~ 0 , 0く/s2く ⑴ で - . く 一 の 各 場 合  
5, S2

S2
之 一^Dso,

.〉—1—，p2 = Q, 0く/92く00 で の 各 場 合  
- 8202 Pt

K れ rv\ '̂ 7 '̂
a 2
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六

六(

三
ニ
八)

よ
つ
て
、0

<
j
i
<
l

と
な
る•

(

20) 

0
<
J
i
<
l

で
あ
る
の
で
、

=

 

と
お
け
ば
、I

K
P

入0

の
と
きU

1
V
1
,
0
<
2
<
8

の
と
き0

<
U
1
〈
1

と
な
る
。

(

21)

第
三
節
で
述
べ
•ら
れ
た
関
係
よ
り
技
術
進
歩
が
労
働
節
約
的
で
あ
る
か
、
資
本
節
約
的
で
あ
る
か
は
そ
れ
ぞ
れ
0}
,
1
>
0
,
，
八
0
に
対
応
し
、
ま
た
>>
1
>
0
 

で
あ
る
の
で
、
OJ
V
1
.
A
1
が
そ
れ
ぞ
れ
所
与
と
す
れ
ば
、
労
働
節
約
的
技
術
進
歩
の
場
合
t

は
L
直
線
、
資
本
節
約
的
技
術
進
歩
の
場
合
そ
れ
は
0!
直
線
の 

よ
ぅ
.に
与
え
.ら
れ
る
で
あ
ろ
ぅ
。

(

22) 

0
A
P
1

IA

1
の
場
合
7r
l

li
l

i

線
の
形
状
は
第
一
囟
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
位
置
関
係
と
し
て
ー1

A
P
1
<
0

の
場
合
7r
l

il
l

l

線
は
f

s

の
と
き 

+
(
<
0
)

に
近
づ
く
が
、
〇
<
<
5
1
の
場
合
は
l
<Q
b
1
2に
近
づ
く
。
こ
れ
はD

u
<
0
,

 

D
u
o
,

 

P
2
V
0
に
し
た
が
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
正
、
0
、
負
の
値
を
と 

る
。1

<
P
1
<
8

の
場
合
、
そ
の
曲
線
の
形
状
は
既
に
述
べ
ら
れ
た
通
り
で
あ
る
。

.

六
、
実
質

所
得
の
変
化

前
節
に
お
い
て
技
術
進
歩
に
よ
る
交
易
条
件
の
変
化
に
関
し
て
考
察
し
た
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
に
随
伴
す
る
実
質
所
得
の
変
化
に
つ
い
て
検
討 

を
試
み
る
。

A1
中
立
的
技
術
進
歩
の
場
合

技
術
進
歩
が
中
立
的
で
あ
る
と
き
び
国
の
実
質
所
得
の
変
化
は
㈣
よ
り

i

但
し
、0

=

S
2
?、丨」

1
?
)

 A
l
a
i

 (」
2
?l./lleloA2a

こ
こ
で
い
ま
、M

l

扑
o
と
し
て

第 五 表

ケース M の 変 化

I /^>1
------ --- -- ---一-------- ,

A lâ //A2o-— >• Y râ 0
n 0 < M < 1 A,â /iA2 a >Yrâ 0
m M — 0 Ala = ^ Y ra>0

' iv M < 0
r —  - —  •—-..........

A,o>0 か A 2a> 0 = ^ t a>0

第

- ------- — ....

六 表

ケ一ス 技術進歩率
, ---------- -------

yr a の 変 化

1 A 2a = 0 M g O - - ^Yrâ 0
2 んa〉0, A la^O m 2_ o— ^f ra_ 0
3 A la= A如::A

' --------------------------
Y „ > 0

技
術
進
歩
、
贸
易
差
額
、
交
易
条
ft
、
実
質
可
得

よ

っ

て
(1
0

8

と
第
五
表
の
ヶ
I
ス
I
、第
六
表
の
ヶ
f
ス
1

よ
り
、

M
l
>
o

*e>
l
)

で
あ 

り

A
l
a
v
*f
c
A
2
aの
#
合
と
輸
財
産
業
で
技
術
進
歩
が
生
ず
る
場
合
、

び
国
の
交
^
条 

柯
は
惡
化
し
、
実
質
所
得
も
低
下
す
る
の
で
成
長
の
利
益
は
自
国
に
帰
厲
し
な
い
。

こ 

れ
ら
の
場
合
に
お
い
て
バ
/
ヮ
！
テ
ィ
b
 

W
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
窮
乏
化
成
長
と
な 

る
。[B

封
4
立
的
技
術
進
歩
の
場
合

こ
こ
で
は
輸
出
財
産
業
に
お
け
る
場
合
だ
け
を
と
り
上
げ
よ
ぅ
。
脚
よ
り

.

m
 

r

l

f

T

fi
i
し
、">

=
(Kl/llrla) A

l
a
i

s
,
、丨
/
lÎ
b

r

こ
こ
で
い
ま
、Z

y
2
a
、f

 

Z
l
i
r
u

-H
-

O
と
仮
矩
し
て 

28
)

.
o 

」
262a、l/llrla 

.

と
お
く
。

A
は
生
産
関
数
が
C

E

S型
の
場
合
は

六
七
.(

三
ニ
九)

と
お
こ
う
仏
し
 

m

2

=

^

?

i

x

,

 

M

A

M

2

 

で
あ
る
の
で
、
M

V

0

 

で 
M

v

a

 M
l
〈
o

 

で 

M
A
O
,

 

M
A
O

 

て
M

l

,

 

M

A

0

d

M

2>
〇

の
四
つ
の
場
合
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
を
そ
の
順
序
に
し
た
が
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
ヶ
丨
ス
I

、
ヶ
丨
ス
n

、
ヶ
丨 

スS
、

ヶ
I

ス

:̂、
と
す
れ
ば
齒
の
囊
所
得
の
変
化
は
第
五
表
の
ご
と
く
示
さ
れ
る
で
あ
ろ
5§

。

つ
き
に
、
こ
こ
で
若
干
の
特
殊
的
ヶ
I
ス
に
関
し
て
述
べ
ょ
う
。
い
ま
、
技
術
進
歩
が
輸
出
財
讓
に
お
い
て
の
み
生
ず
る
場
合
、
輸
入
財
産 

業
に
お
い
て
の
み
生
ず
る
場
合
、
両
産
業
で
一
様
に
生
ず
る
場
合
を
そ
れ
ぞ
れ
T

ス
1

、

ヶ
丨
ス
2

、

ヶ
丨
ス
3

と
す
れ
尤
第
六
表
の
結
果
を 

う
る
。
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1

>̂-
1

TV/f 

へ
 z*. 
n
 i

I
!
!
(

デ
‘

2叫
"

y(

l

+

4

+

^

i

^

i

■
 i"(1+pl) 

l

$

l

(

l

+

s+'
^
f
^
_

但
し
、
N
l
n
A
:
^
2
_
l
e
^
l
> 

Q
-
n
l
^
r

そ
し
て
ま
た
、
生
産
関
数
が
ダ
グ
ラ
ス
型
の
場
合
は
"

'

P

S

ぢ 

と
な
る
。

よ
つ
て

(
1

丨6
1)M

i

{
r
丨&

2)

ふ
1lo

g

^
l
p
.

，
>
0

の
場
合 

13
1

^

p

v

oの
と
き

M
i
<
0

の
と
き

02>|>) 05>|>>

ぼ

一
に
し
た
が
っ
て
、
-

f

y
lAl
v

o 

で
あ
り 

Y
r
avl
A

o

で
あ
る<

?
l
<
o

の
場
合

®
 

M

v

oの
と
き
會
Al
v

b

>

l
v
!
l
<
o

の

と

き

m

b
\y—

に
し
た
が
つ

て
、

y
lvl
A
o 

で

あ

り

l

ÂP
/
o

.で
あ
る
。

か
く
し
て
、

ゐ
は
め
の
場
合
と
同
様
に
し
て
ん
の
関
数
；̂

"
;
^
^

)

と
み
な
す
こ
と
が
出
来
る
が
、
い
ま
ん
の
変
化
に
対
応
す
る
め
の
変
化 

を
示
す
|]
|
1線
を
ぬ
曲
線
と
よ
び
、

ぬ
曲
線
に
関
し
て
若
干
の
検
討
を
試
み
る
こ
と
に
し
よ
ぅ
。

.

1丨
1
0
1
<
0

の
場
合

が
.

(

〇)

"

丨
p
o
l。

但
し
、
p
o
=
^
-
+
G
l

-!—

^

，

汐(

8)

= 

+

.
”11^

“
Q

 

の
#

^

f
v

l
i
m

 

+ 

8 

,

さ(

8)

=
丨
8

in
o
八
^
八
8

の
場
合

X
l
(0) 

n 

ltQ
o
u

但
し
、
？

〒

4

(

丁

£

だ(

8) 

=

 

4

0
1
2 

但
し
、
p

2

H

-

^

^

+

G

i

技
術
進
歩
、
贸
易
差
額
、
交
易
条
件
、
英
質
所
得 

六

九(

三
三一

)



そ
し
て
、
上
の
各
場
合
に
関
し
て
、

瓜
と
％
が
同
符
号(

M
1
V
0

で

N
I
V
O

か

M
1
A
0

4

N
l
<
e

の
と
き
* 

1
1m 

=
+ 

8

A

と
も
が
異
符
号

(
M
1
V
0

で
g

A

o

か
P

A

Oで
g

v

s

の
と
き
、

H
m

 

さ

=+

 

8

l
i
m

!?
=

丨 

8

で
あ
る
。

つ
ぎ
に
.129
)

を
ん
に
関
し
て
偏
微
分
す
れ
ば
そ
の
第
一
次
偏
微
分
，め
は
、

§

 

だ
、"
丨 

M

^

l

f

l

T

r

i p
p)

叉

1
+
l
^
i
-
x

と
な
り
、
そ
の
第
ニ
次
偏
微
分
，1
は

34

)

、
、
丨
 

2
«Q
l

N

r

-
へ

ご

?

P

 

ノ

.

S

 

b 
I

到

つ

+

l

+

i

々
>

(1+
P
I
)

J 
び ki 
ノ 
I
?

丨
じ |

と
な
る
。
同
様
に
し
て
13
0

)

に
関
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
、

(1
3

ド

(1
3

b

、、"
_
p!
d

^

;

A

M

^

P

-

+，
/

c

r

2 

が
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
、

F
l

H

I
 

+
 

$

^1
9

と
お
け
ば
/
A:
l

に
関
し
て

_ 

^

13F
l
〉
o

 

の

と

き
—

,<
Q

.

^

^

^

^
'̂
.
/W
^

一
に
し
た
が
っ
て
、

-

F

A

O

の

と

き
L

m

』

r

m

デ

K
0
O 

.

但
し
、
T

-

u

l

- T
£

\

v

 で
ぁ
り
、
h

lv
o

(

1七

？)

ん
は
ん
の
関
数h

l
"
h
l

 i
k
l
)

で
あ
る
の
で
以
下
の
よ
ぅ
な
閨
係
が
容
易
に
見
出
さ
れ
よ
ぅ
。
 

.

1—
1
〈
で
1〈
1

の
場
合 

>
1
(
0
)

 

=
 

+
 

8

 

hi (

8) =

 

+ 

8

 

(i
i

/
0
1
H
1

の
場
合

h
l
§
“
k
、 

l

=

f

 
\

技
術
進
歩
、
贸
易
差
額
、
交
易
条
件
、
実
質
所
得



七
ニ 

(

三
三g!)

.11
1

H

A

?八
8 

の
■
合

hi (

0) 

n
o 

r(Co) 

n
o

そ
し
て
上
の
各
場
合
に
関
し
て 

. 

hi (

£

n 0

と
な
る
。
つ
ぎ
に
、
ん
を
AJ
1
に
関
し
て
偏
微
分
す
れ
ば
、
そ
の
第
ー
次
偏
微
分
/̂
/
は
、

、

(1
3

8

r
、" 
f

 

デ)

^
 

+
 

S)

デ 
+
 

P

1

3

)

ぎ 
+
 

{
(
1

 —

?

u

l
 

+

 

(
1

 +

 i
o
l
)

$

}〕
/
(
I

 

+

|-

叫—

^

^

5)

。

と
な
る
。

13
8
よ
り
、
i
i—
j
a
îa
m 

の
場
合

13
9

r
wi
r

に
し
た
が
っ
て 

h
、
m
Q 

,

よ
っ
て
、
l
l
<
?[A
l
の
場
合
か1

<
ゃ
2

に
関
し
て
负
で
あ
り
、
^>々

2

に
関
し
て
正
の
勾
配
を
も
つ
ん
曲
線
が
存
在
す
る
。
上
述
の
関
係
よ
り 

l
l
o
l
A
l

の
場
合
に
お
い
てF

i
v
o

で

Mt
と
％
が
異
符
号
の
場
合
、
|
1
<タ
<

0
の
場
合
に
お
い
て
3

A

Qで
/1
!
と
叭
が
正
の
場
合
、
そ 

し

て

0
A
/
O
1
A
1

の
場
合
に
お
い
てF

1
A
0

で

M,
と
凡
が
負
の
場
合
、
す
な
わ
ち
！

の
場
合
ぺ
1、=
=
0な
ら
し
め
る
ん
が
O
A 

r
<
h
と
か <

や
1
<
8

に
関
し
て
必
ず
存
在
す
る
。
以
下
に
お
い
て
こ
の
よ
ぅ
な
ん
を
そ
れ
ぞ
れ
ダ
*

々
*
*で
表
わ
す
こ
と
に
す
る
。
3>
=

1
の 

場
合
は
上
述
の丨

1
<
1
0
1
<
1

の
場
合
に
対
し
て
そ
こ
で
更
に
o

A

!

^

l̂̂
A
:̂
o

A

!

_

^

^

^

〈

l

^

^

yな
る
関
係
が
存
在
す 

る

場

合

そ

れ

ぞ

れ

^

が
存
在
す
る
。

っ
ぎ
に
(1
3
4に
関
し
て
そ
の
第
ー
項
を
11
、
第
ニ
項
を
12
と
す
れ
ば
、
t

f

L

rIM
l

L

T

I

l

o

l

A

C

O

の
場
合
、

M!
と
NX
#
同
符
号
の
と
き

g

 

r

p

に
し
た
が
つ
て
J
1VA
0 

队
と
队
が
異
符
号
の
と
き 

(1
4

1

に
し
た
が
っ
て
h
AV
o 

つ
ぎ
に
12
に
関
し
て
、
 

n 

丨
1〈

^〈

0
, 

0
O
1
IA
1
の
場
合 

.

g

 

3
AI
V

Q
に
し
た
が
っ
てJ

W
Q

 

-
 

H

l
<
p
l
〈

c
o

の
場
合 

F

1

V

0の
と
き

(1
4

3

に
し
た
が
つ
て
-

■
〇 

F

1

A

0の
と
き 

(H
4

ダ
VI
A

，
。
に

し

た

が

っ

て
e
Ai
v

o 

そ
し
てタ

=
0

の
場
合
に
お
い
て
は
ブ〉

。
で

あ

る

。

よ
っ
て
、
抓
と
风
が
同
符
号
の
と
き
、
F

V

0
で

丨i
o

入

o

か

o
〈

民

1

の
場
合
と1

〈

叉

o
o

で

の

場

合

お

よ

び

タ

H
0 

の
楱
合
に
お
し
て
ゐ
出
線
は
r

v

,r
に
関
し
て
上
方
に
凹
で
あ
る
。
そ
こ
でl

o
l
<
8

で

k)
〉

r

の
場
合
め
曲
線
は
^
A
r
に
関
し
て 

上
方
に
凸
で
あ
る
。
ま
た
、
抓
と
凡
が
正
で
あ
り
1
?
\
<
0
で

—

1
<
>入
0
の
場
合
と
肌
と
风
が
負
で
あ
り
同
様
にF

l
<
〇

で

0
<
R
1

の
場 

合
ぇ
S
IK
は
デ

P

に
関
し
て
上
方
に
凸
で
あ
る
。

一
方
、
1

と
％
が
異
符
号
の
と
き
、F

1
V
0

で
ー
.

1
O
1
A
0

か

0
<
?
<
1

の
場
合
、
お 

よ
び汐

=
0

の

場

合

に

お

い

て

ゐ

!|
|
|
線

はr

p

に
関
し
て
上
方
に
凹
で
あ
る
。
そ
こ
で
、F

1
A
0

で
あ
りM

1
V
0

で

l
l
<
>
<
0

の
場 

合

かm
!
<
o

で

0

O

1IA
1

の
場
合
と1

<
タ
<
8

で

k
i
IA
r

の
場
合
に
お
い
て
ぬ
曲
線
は
r
v
r
に
関
し
て
上
方
に
凸
と
な
る
。
ま
た
、
 

技
#'
進
^

K
l̂
>I
r
、
交
^
条
件
、
实
贺
所
得 

七

三(

三
三
五)



1
<
?
<
8

 

.で

r
o
lv
r

の
場
侖
、，
め
|1
|
1線
は
$
<
が
に
関 

.し

て

上

カ

，に

四

と

な

る

。

以
上
の
間
係
に
蕋
づ
い
て
、

0.
国
に
お
い
て
の
み
非
中
立 

的
技
術
進
歩
が
行
な
わ
れ
る
場
合
に
お
け
る
同
国
の
実
質
所 

得
の
変
化
を
検
討
し
よ
う
。
そ
の
場
合
、
第
五
節
と
同
様
に 

し
て
図
解
的
検
討
を
如
え
る
こ
と
が
有
用
で
あ
ろ
う
。
こ
こ 

で
若
干
の
ヶ
ー
ス
に
関
し
て
説
明
し
よ
う
。

他
と
风
と
が
同
符
号
で
F

v

oの
場
合
、
丨1

<
夕
<
〇
， 

p
l
=
o
、

等
の
各
場
合
に
お
い
て
1
|0
1
線
は
そ
れ
ぞ
れ
第
ー 

図
、
第
ニ
図
に
お
け
る
め
曲
線
と
同
様
と
な
る
。
そ
こ
で
、
 

前
と
同
様
に
し
て
ら
直
線
、
或
は
^
直
線
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
各
ヶ
ー
ス
に
お
け
る
め
曲
線
と
こ
れ
ら
の
各
直
線
と
の
交
点
の
存
布
、
非 

存
在
に
関
し
て
検
討
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

こ
れ
ら
は
更
め
て
図
示
さ
れ
な
い
が
、

こ
の
よ
う
な
交
点
の
在
在
に
関
し
て
は0

<
p
l
<
8

の 

場

合

/

b
2
<
，

に
関
し
て
め
!il
l
線
は
L

直
線
と
必
ず
交
点
を
有
し
、
ま

た

0
卜
>
丨
0
0
1
2の
と
き
6
直
線
と
交
点
を
有
す
る
と
い
う
点
を
除
い 

て
前
節
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。
以
下
に
お
い
て
、

沁
肋
線
と
ら
直
線
か
0,
直
線
と
の
交
点
に
対
応
す
る
ん
の
う
ち
、Q

<
k
<
r
h

 <
h
<
8

 

に
関
す
る
そ
れ
を
そ
れ
ぞ
れ
ぎ

刊
で
表
わ
す
。

つ
ぎ
に
、
汕
と
凡
と
が
同
符
号
で！

\
<

0

の
場
合
に
つ
い
て
触
れ
よ
う
。
こ
の
場
合
、—

1
O

1
A

0

に
関
し
て
は
M
v
o
, 

N

V

0

の
場
合

だ
け
が
存
在
し
、
0

0

A

8に
関
し
て
は
、
M
A
O
, 

N

A

O

の
場
合
だ
け
が
存
在
す
る
。
そ
こ
で
い
ま
、
I

K

i

o

A

o
の
場
合
と
0

O

A

1

(
24)

の
場
合
に
関
し
て
ぬ
肋
線
を
描
く
な
ら
ば
そ
れ
ぞ
れ
第
三
図
•
第
四
図
の
通
り
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
、—

l
o
l
<
o

の
場
合
、

ぬ
曲
線
の
縦
軸
の
切
片
は
第
三
図
で
示
さ
れ
る
よ
う
に
負
で
あ
る
が
、0

O
X
A
1

の
場
合
は
Q
ロ 
A

0
な 

ら
ば
第
四
図
の
よ
う
に
ぬ
曲
線
は
正
の
切
片
を
も
ち
、C

1
1
V
0

な
ら
ば
負
の
切
片
、C

u
=
o

な
ら
ば
原
点
通
過
と
な
る
。

ま
た
、
丨
1

<

^

<

0 

の
場
合
ん
が
無
限
大
と
な
れ
ば
め
曲
線
は
+

(

<

0)

に
近
づ
く
が
、o

へタ
<
1

の
場
合
そ
れ
は
I
汐
P

.

V

0

)

に
近
づ
く
。

そ
こ
で
、
丨
1

O

A

0

 
.の
場
合
に
お
い
て
ぎ

 

>

ぎ
.に
関
し
て
ム
直
線
と
め
|1
1
|線
と
の
交
点
が
必
ず
苻
在
す
る
。

つ
ぎ
に
、
C,

直
線
は
；
b

v

$

 

に
関
し
て
t

lv
i

な
ら
ば
ぬ
曲
線
と
一
つ
の
交
点
を
も
ち
、

?

j

な
ら
ば
、
第
三
図
で
示
さ
れ
る
よ
う
に
二
つ
の
交
点
を
も 

つ
こ
と
に
な
る
が
、
味
^

;

1(

ゅ
*

*)

な
ら
ば
交
点
は
存
在
し
な
い
。
ま
た
、。
直
線
は
o
A
k
l
p
に
関
し
て
f

lv
s

(

ダ
*)

な
ら
ば
ゐ
|1
|

1

線

ド

>>
>>
05
1

と
の
交
点
を
も
た
な
い
が
、
î
fe
i

v

v

'

v

l
CQ
o
I。
な
ら
ば
二
つ
の
交
点
を
も
ち
、
1

IA
丨
汐
P
。
な

ら

ば

一

，，
つ

の

交

点

を

も

つ

。

0
<
?
<
1

 

の
場
合
に
関
し
て
も
こ
こ
で
更
め
て
説
明
さ
れ
な
い
が
、

沁
卯
線
と
ム
直
線
か
じ
直
線
と
の
交
点
に
つ

い
て
全
く
同
様
に
し
て
取
扱
う
こ
と
が
可 

-

z
k,
C,
能
で
あ
る
。
.こ
れ
ら
の
例
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
ニ
つ
の
交
点
が
存
在
す
る
場
合
が
見
出
さ
れ
る

が
、
そ
の
場
合
以
下
に
お
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
交
点
に
対
応
す
る
ん
の
う
ち0

<
か
1<

が

に
関 

し
て
は
そ
の
小
な
る
方
を
ぼ
+
、
大
な
る
方
を
ぼ

t

で
表
わ
し
、k

2
<
h
<
8

に
関
し
て
は
そ 

れ
ぞ
れ
”

+ 

で
表
わ
す
。

つ
ぎ
に
、
3

=

0
の
場
合
、
12
9

)
よ
り

45
)

b

F

I

 

r
 

, 

o 

P
i

、

よ
っ
て
、
队
と
风
と
が
同
符
号
の
と
き
1

_
線

は

—

l

o

l

A

oの
場
合
第
五
図
の
ご
と
き
双 

肋
線
と
な
る
。
 

•

〇
<
タ
<

8
の
場
合
め
曲
線
は
全
く
同
様
な
形
状
を
も
つ
が
、
こ
の
場
合
漸
近
線
^
=

h
は 

0
丄
/>
|

I
1
Aで1
A
0の
場
合
負
の
象
限
に
位
置
す
る
の
に
対
し
て
正
の
象
限
.に
位
置
す
る
。

か
く
し 

技
術
進
歩
、
贸
易
差
额
、
交
易
条
件
、
突
質
所
得 

七

五(

三
三
七)



笫 九 表

ケ ー ス  IV.1 : - , L < — ケ ー ス IV. 3

ケース IV.2 : — び丨C n ケ ー ス JV.4

fCiの 相

対 関 係
ケ 一 ス Y r a の 変 化

V . 1
M t> 0

M K 0

------ ---------------------------------二

… ______________

% a< 0

ki く}h 、— > Y ra> 0

M , > 0 ki くんi くを

k\<Cjc2 V . 2

く  0

k ^ * < K — > Y ra> 0
------- ---------------------- -一— ______ _

ki^bx*— > Y to< 0  

を，くた, <  を， +我 a〉0

i'i++< * r ~ ~ ^ Y ra< 0

V . 3
M , > 0 ん1多を1 ra^O

M t< 0 ゐ1 ̂ b l---*■ Y r a ^ O

I—対 関 係

k2< k

V.4

V . 5

V . 6 M , < 0

ケ ー ス Y ,a の 変 化  

M x> 0  Y Tfl< 0

ki<,kx* >Yrâ >0

M t< 0  ic: く、く げ ギ し  く、 

たi+ * く ki--->サ„ 〉0

Yra> 0

ケ ー ス V . 1

ケ ー ス V . 2

ケ ー ス V . 3

ケ 一 ス V . 4

ケ ー ス V . 5

ケ ー ス V . 6

(11 し，
A , _  

^  一

- K p i < o ,  pi=o, o < ^ < i に関して与くw )
Si

A,
— l<Piく0 でハ(ん、*)くナ-く一仍0 10，仍=0  で 含 ->め(ん、*)，0</?!<1で 

J 1 < - ^ 0 „

一1 ‘ く0  で j^>-gic1Q. 0 < fil< i で ^  > - ^ c n

— 1 くPi く 1

— 1 く く 1 で -令1 くぇ1(た1**)
1̂

一1く仍< 1 で 4 1>^, (*,**)
Oi

h (んf), ^  の場合，k ^ k  * , ん产た,林の点ではいずれもf ra= 0

feiの相対1関係 ケ ー ス Y r a の 変 化 K の相対関係 ケ' ^ ス

た1くん2
IV.1 ん1香をi— ^ Y râ 0

---- --------------- ん? くん！
IV.3

_________
IV.2 Y ra> 0

--- -— -------------------------- -------- ----
IV.4

Y ,f l の 変 化

Yra<0
     ------

ki^ki Ŷj-â O

1
D

し > 丄

?人

技

術

進

■>x<

贸

差

m

交

易

条

実

質

所

得

七

七

(

三
三
九)

第 七 表

— ス Yr a の 変 化
も の W

-麵 1
ケ 一 ス Yr a の 変 化

Mt> 0 たi教 i—->Yrfl̂ 0
1.3

M ^O 彥系1— ^ Y rfl̂ 0
Mt< 0 ん多左1一

ん 2 く^̂
M , < 0 Ik^ki— ~^Yrâ 0

M ,>0 Yrfl< 0 パ■

Ml< 0 Yr6> 0 ..一
一--...-， ’ .

ケース  i ‘ i : 一1 < めく0 .で ^ くー仍； ，^ = 0 ,  o < p t<roo で ^ く一仍c „

ケース  1.2 : - 1 < P ! < 0  で - f L> —fl̂ Cn。，0</?!<00 で 舍 1：̂ 一めc u 

ケース  1.3 : — co

第 八 表

kxの 相 対 関 係 I ヶ -人 Y r a の 変 化
-------- — ----- -----丨…__ — ---- ------ ---------

h の 相 対 関 係 ケ ー ス | Y r a の 変 イ 匕

n . i t ra< 0 U . 2 ! た1努 1---> Y r<Ĵ 0

m . i ん-長 も 一 ->-Yrô 0 in.4 Y ro< 0

ゐ1くん2
--->-Yra> 0

ん2 くんi j
h  く k'*— - > Y ra< 0

in. 2 *1 + < ^ 1 < ^ 1 + +=^ Y r a < 0
---------- ------------------------ ---- . ___ _

IQ.5 も +く W + O o

i*i ++< A：i— > Y ra> 0
! .

左に+< i々—  ̂Y ro<\0

________
ra.3 Y ra> 0  !

------------- —.— . — .....—.!
. 1 

1
ra.6 k 風 —— > x r<, m

ヶ ー ス  in.1 ： ^ l < - 9lc n 

ケ ー ス I1I.2:— 仍 ら く 今 」O J O  

ケ ー ス  in, 3 : (ki*)
Si

ただし, - A  
<5i

ケース冚.
A,

<^1(た1**)

ヶ -ス ffl.5: 4 产 )ぐ く -一れc l2

ケース ffl.6: 讥C 12

のとき，ん=ん*，k ^ k , * * の点では，それぞれf ro= 0

七

六

(

三
三
八)

て

r
と
同
様
に
し
て
XI
曲
線 

と
ム
直
線
か
a

直
線
と
の
交
わ 

り
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が 

出
来
ょ
う
。

以
上
に
お
V

て
Mt
と
％
が
.同 

符
号
で
巧
が
そ
れ
ぞ
れ
正
か
負 

か
o

を
と
る
場
合
に
関
し
て
取 

极
っ
た
が
、
ル
と
风
が
異
符
号 

の
場
合
に
関
し
て
も
全
く
同
様 

に
し
て
取
扱
う
こ
と
が
可
能
で 

あ
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
図 

解
的
説
明
は
更
め
て
繰
返
す
必 

:

要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
つ
ぎ
に
、
以
上
の
関 

係
に
蓝
づ
い
て
輸
出
財
産
業
に 

お
い
て
の
み
非
中
立
的
技
術
進 

歩
が
生
ず
る
場
合
に
お
け
る
a 

国
の
実
質
所
得
の
変
化
に
つ
い



第

対関係

. くた2

ケース

ケース

ケース

ケース

ヶ '~  ス Y r a の 変 化

1.1
m 5> o Y ra>0

M 1<0 Y ra<0

1.2
M,>0 k i^ k i -----  ̂Y râ 0

M,<0 ん夸ん一~>Yra衾0

ニ表 

対関係

た2 く ん̂1

ケ — ス Y r o の 変 化

M,>0 た1多ん一~ 芩0

M,<0

M t>0 Y ra<0

M,<0 Yro>0

ん
:-l<Pi<0 tr -^} >-g,C10, 0</91<oo で フ 丄 > - 仍 Cu

1.2 . で j—く— Pi =0, 0 < 外く00 で —t~iく一g^C"
di dj

1.3 : - l < p ! < 0  で 0<p,くoo で めc j2

1 • 4 :— 1くめ<0 で 丄 ， p,=0, 0<p,<oo で 参 く - の c]2
3̂ fij Ot

第 十 三 表

k,の相対関係 ケース! Y raの 変 化 k 'の相対関係|ケース Y r a の 変 化

n.i Y ra>0 j n.4 ki^ki— >Yrâ 0

k , < k ^ >Yro>0 -->-Yra>0

n.2 を，く W += ^ V X O n.5 も+<0;くも++= ^ > f ro< 0

— >Yra>0 d ~ >Yra> 0

n.3 -- >Yrâ 0 n.6 Y ra>0
んJ く̂た2 ----- ----------：--------—- k2 く ky_ -----

HLl Yra<0 in.4 Y ra>0

. — >Yra<0, z

m . 2 ki+くん*iくん]++= » Y ra> 0

■ ! k\ ++くた]--  ̂Y ro<0 ゾ

ra,3 ki^kx-->Yrâ 0
z —

七

九(

三
四
一)

技
術
進
歩
、
贸
易
差
額
、
交
易
条
件
、
実
質
所
得

[2
技
術
進
歩
が
資
本 

節
約
的
で
あ
る
場
合 

FI
肌
と
队
と
が
同
符 

号
の
場
合 

i

3

V

oの
と
き 

.

(

第
十
二
表
を
見
ょ)

“11
，

a

q の
>
き 

l

l

A

^

A

o
 
と 

0
A
/
0
1

 

<
1

の
場
合
を
そ
れ
ぞ
れ

ケ
ー
ス
n

.
ケ
ー
ス
ff
l
と

す
れ
ば
第
十
三
表
を
ぅ
る
。
 

il
i

^

-

-

n

o

 

の
と
き 

I
1
A
P
I
A
0 
と oAiol 

<

8

の
場
合
を
そ
れ
ぞ 

れ
ヶ
ー
ス
IV
.
ヶ
ー
ス
V

と
す
れ
ば
第
十
四
表
の
結 

果
と
な
る
。

.
Ln
肌
と
凡
と
が
異
符

第十  一*表

k,の相対関係 ケース Yrflの 変 化 ^の相対関係 ケース Yraの 変 化

VI.1 Yra> 0 VI. 3 % . < 0

たi く众2
W.2 たL 左i— ^Yra聋0

マ ミ こ :ミ —
VD.1 Yra<0 vn.3 k i^ k i----^Yrô 0

VD.2 a^O vn.4 Yra> 0

ケース  VI.1 : ケース  VD.3 : -  ' <-^0,2

ケ ー ス VL2 : 含1- > ー仍0 丨。 ケ ー ス VB.4 : -ふ 之 一 giC l2
dl Sr

ケース  YE.1:

ケ ー ス W . 2 : ザ 〉 —ぬCn

七

八(

三
四
〇)

で
そ
の
関
係
を
表
を
用
い
て
示
す
こ
と
に
し
よ
う
。

[1
技
術
進
歩
が
労
働
節
約
的
で
あ
る
場
合 

I

仏

と

^
^
が

同

符

号

の

場

合 

i 

F

V

0の
と
き(

第
七
表
を
見
よ
-

)

"11
3

八
〇
の
と
き

前
述
の
よ
う
に
i
j
a
a
a
o
の
場
合
は
M

V
0
, 

0
<
?

<

8の
場
A
rl
は

M
l
Ao 

.
の
ヶ
ー
ス
が
存
在
す
る
。—

1
<
タ
<
0

と0
O
1
A
1

の

場

合

を

そ

れ

ぞ

れ

ヶ

ー

ス

n
、
 

ヶ

ー

スff
l
と
す
れ
ば
第
八
表
の
よ
う
な
結
果
を
う
る
。
 

li
i

F
l
=
o

の
と
き

丨1
O
1
A
0

の
場
合
は
第
八
表
の
結
果
と
全
く
同
様
で
あ
る
が
、
0

0
入

c
o

の
場 

合
は
第
九
表
の
通
り
と
な
る
。

[n
仏
と
队
が
異
符
号
の
場
合 

i 

F

1

V

0
の
と
き(

第
十
表
を
見
よ)

“11
3

A

Q
 
の
と
き

こ

の

場

合
m
と
同
様
に
し
て—

1
A
I
0
1
A
0

の
場
合
と
0

AT5
1

A

8の
場
A
rl
を
そ 

れ
ぞ
れ
ヶ
ー
ス
VI

•
ヶ
ー
ス
W

と
す
れ
ば
第
十

一
表
の

よ
う
な
結
果
を
う
る
。

i
m
3
H
Qの
と
き 

/

Vこ
の
場
合
は
(»

に
お
け
る
第
十
一
表
の
結
果
と
全
く
同

一
の
掃
結
と
な
る
。



第 十 五 表

ケースYD.1 : 1 丄 > — 仍c丨。 ケースVH. 3

ケース VD. 2 : 了1-く一仍ci0 ケース VII. 4

第 十 六 表

k,の相対関係丨ケース Y , aの 変 化
** •— *— ~ » — •— — —— ________

-----：— — -------------- — ----- . . . - . _

k、の相対関係丨ケース：
• ~ ..  ... ..—— • •• - - ------- --- - ^

Y,aの変イ匕

vn.1 hm, — >trâ o vn.3 丨 Y ra>0
た1くん2 vn. 2 Yrn<0 vn.4 | kî kj-- »-Yra^O

— - .......一-

vn.i Y ra>0
— ------------------- ------

Vffl.1 j k爸 k、— >Yrâ 0

対関係

fcj くん 2

ケ - 

V I.1

-  ス

M ,> 0

Y r a の 変 化  

ゐ，誠 一 >Yra^ 0

たJの 相  

対 関 係
ケ -

— —--- ------一____

んくも  +— >Yra< 0
VI. 5

VI. 2 M ,> 0 hi*<ikl<iki ++= ^ Y tay-0 

^  + + >Yro< 0

VI. 3 M ,> 0 Y ra< 0
ん*2 くた1

VI. 4 M ,< 0 Y ra> 0
VI. 6

ご ::一一 -

ノ

_ Z 丨

1
VI. 7 -

I

ス

m 5> 0

M , < 0

Y roの 変 化  

Y,fl> 0

Y ra< 0  

ki<Jĉ  >Ym X)

r̂ >Yra<0

丨+ +くん】一- >Yra> 0

k,<k^Yra<,0 

+ くんi く石】+ + ->Y ra^>0 

k}̂ < k y — >Yra< 0

ゐ1彥石， > Y Ta^O

M,<0 k̂ icV~ >Yrâ O

M, く 0

M 】> 0

A —
ケ …ス Vl.l:一 1 < P】< 0 で 文 - > ーぬCJ0, 0 < ^ < 1 で — デ -> —仍Ch 

ケース  v r . 2 : —i < p 】く 0 で  ‘ ( o く t く - 分A 。， 0 < P1< 1 で  Xla-产）く 本 < i C ,】 

ケ ー ス VI.3 : - 1く P】< 1 で -言 丄 ム 灰 *】） Sl

ヶース  VI. 4 : - 1 く め く  1 

ケ ー ス VI. 5 : —1く め く 1 で み 丄

ケースVI.6 :

炙
(ん*产 ）

.1くルく0 で 一一く'"T1-くも(た3料)，pi=0 で 

0 くP】く1 で — 仍0,2ぐ今丄く;ir】(た产"）

但し，
A, S\

ケース VI, 7 : -  1<P,く0 で 夺 く 丄 ，0 < Pl< l で 与 く — o】C
A  °» ^  •

ず—ぇ 成 料 ） の た 产 ん , * , ん] = ん' 林 の 点 で は い ず れ も f ra=0

>
8r

技
術
進
步
、
贸
易
差
額
、
交
易
条
件
、
荚
質
所
得

八

一(

三
四m

)

ケ一ス 

ケ一ス 

ケース 

ケース 

ケース

n. 

n. 

n.

m . l ： 

in. 2  ：

2 : 

3 :

Oi

~PiCio<|：1-<Jrj (Jĉ) 

>*3 iky*)

(第十三表のつづき）

ケ ー ス n . 4 :

A l .
ぶ】

A ,、

て

ケース D • 5 :も(A:̂ *) く j 1，'
Ot

ケース  n  • 6:
も

-分 iCn く夺  (ん，)
Si

但し, ：X1 y - ^ X i C k j * * )の k '= k产，^,=*1** の点ではいずれも Y ro =  0 

第 十 四 表

fe3の相対関係

んj く̂ん2

t ヶ一ス Y r a の 変 化 k, の 相 対 関 係 ケース Y r a の 変 化

IV .1 Y ra> 0 IV .3 k ^ k — ^ Y ram

IV. 2 た1多左1— け

ん2 く̂ たJ
IV. 4 f r a< 0

V .1 Y ra< 0 V .3 Y ra> 0

V .2 — ^-Yrâ 0
,_-rrrrr— ^

一__一__一 ■ •

ケ一ス

ケース

ケース

IV.1 : -~->-g,C,o

IV. 2

V.1

ケースV.2

く 一 

> —gjCu 

'く一 ffiC"

ケ ー ス 汉 . 3 :
8'， P'

ヶ ー ス IV. 4 : 与 く 丄  

も P、

八
〇

(

三
四
ニ)

号
，の
場
合 

i 

F

v

oの
と
き(

第
十
五
表
一 

u

 

P

P

A

Qの
と
き 

丨
1〈

?
<
0 と 0

<
i
o
l
<
8

 

の 

場
合
を
そ
れ
ぞ
れ
ヶ
ー
ス
vn
•
ヶ 

!
ス
VD
1
と
す
れ
ば
第
十
六
表
の
ょ 

ぅ
な
結
果
と
な
る
。
 

li
i

3

卩
0
の
と
き 

こ

の

場

合

.は

第

十

六

表

と

全

く
 

同
じ
結
果
と
な
る
。

以
上
、
輸
出
財
産
業
に
お
い
て 

非
中
立
的
技
術
進
歩
が
存
在
す
る 

場
合
に
お
け
る
a
国
の
実
質
所
得 

の
変
化
に
関
し
て
述
べ
た
が
、
全 

く
同
様
に
し
て
輸
入
財
産
業
に
関 

し
て
も
示
す
こ
と
が
出
来
ょ
ぅ
。



八
ニ 

(

三
西
四)

注(
23)

表
に
お
い
て—

印
は「

犯
し
た
が
っ
て」

、
从
印
は「

な
ら
ば」

を
表
わ
す
*
以
下
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
•

S

) 

3
 =

1

の
場
合
は
既
述
の
条
件
が
充
た
さ
れ
る
場
合
、0

〈
p

入一

の
場
合
と
同
様
に
な
る
。
P
V
1
■
の
場
令
は
ふ
冊
線
は
！M
:U
1
Nを

と
交
う
る
保
，1 

は
存
在
し
な
い
* 

窆iFl 

-
S

七
、

結■

語 

‘

以
上
に
お
い
て
消
費
需
要
と
生
産
に
関
す
る
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
で
あ
り
一
般
的
で
あ
る
需
要
関
数
、
生
産
関
数
を
座
礎
と
し
て
ニ
国
ニ
財
に
関 

す
る
不
完
全
特
化
モ
テ
ル
が
榄
成
さ
れ
、
そ
こ
で
一
国
に
お
い
て
の
み
技
術
進
歩
が
生
ず
る
場
合
、
そ
の
国
の
交
易
条
件
、
質
易
差
額
、
■実
質
所 

得
が
い
か
な
る
影
響
を
う
け
る
か
に
つ
い
て
総
括
的
な
考
察
が
行
な
わ
れ
た
。

そ
し
て
そ
こ
で
ヒ
ッ
ク
ス
命
题
が
逦
増
費
用
の
生
産
条
件
の
も
と
で
中
立
的
技
術
進
歩
の
場
合
同
様
に
し
て
成
立
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
さ 

ら
に
同
時
に
そ
れ
が
ジ
ョ

ン
ソ
ン
命
題
の
帰
結
と
整
合
的
で
あ
る
と
い
う
関
係
が
見
出
さ
れ
た
。
そ
し
て
ま

た

、

フ
ィ
ン
ド
レ
I

"

、グ
レ
ー
、、、
丨 

ト
命
題
に
関
し
て
は
そ
の
拡
充
が
な
さ
れ
た
。

本
稿
に
お
け
る
分
析
が
こ
れ
迄
に
お
け
る
分
析
に
対
し
て
も
つ
特
長
は
具
体
的
な
行
動
関
数
、
技
術
関
数
に
よ
る
接
近
と
い
う
点
以
外
に
つ
ぎ 

の
よ
う
な
点
が
あ
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
⑴
ド
ル
不
足
問
題
と
技
術
進
歩
と
の
関
係
を
質
易
差
額
と
交
易
条
件
の
い
ず
れ
の
側
而
か
ら
も
択
一
的 

にsR

ぉ
来
る
が
從

I

ホ
さ
れ
た
。
は
技
術
進
歩
に
よ
る
交
易
条
件
の
変
化
、
お
よ
び
そ
れ
に
伴
う
実
質
所
得
の
変
化
に§

し
て
よ
り
立
人 

っ
た
分
析
力
な
さ
れ
た
0
伝
統
的
な
幾
何
学
的
分
析
と
の
整
合
的
な
対
応
関
係
の
も
と
で
分
析
が
な
さ
れ
た
。
⑷
こ
の
分
析
の
過
程
に
お
、
て 

導
か
れ
る
^
入
锆
要
矂
数
輸
：

i

供
給
関
数
が
不
完
全
特
化
モ
デ
_ル
に
お
い
て
い
か
な
る
形
態
を
と
る
か
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

上
述
の
よ
う
に
ド
ル
不
足
問
題
に
関
し
て
は
交
易
条
件
、
貿
易
差
額
の
い
ず
れ
の
面
か
ら
も
こ
の
モ
デ
ル
に
お
い
て
は
接
近
可
能
で
あ
る
K
、

こ
こ
で
は
伝
叙
；̂
な
；̂
方
に
し
た
力
っ
て
主
と
し
て
交
易
条
例
の
而
か
ら
検
討
を
.加
え
た
。
そ
し
て
ま
た
、
こ
こ
で
は
そ
の
起
因
を
技
術
進
歩
の

^

に
疋
し
た
が
要
素
成
長
に
よ
る
場
合
に
関
し
て
も
{9
8

、
(9
0
)

を
適
用
す
れ
ば
容
易
に
分
析
す
る
こ
と
が
出
来
よ
ぅ
。
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